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宜しい動年配いうこと
辛　口i宇　丁

「正しし＼萄静はなかなか通り堆い」という言葉はよく垂ら車で老あり、ヌよ

く固く竜常で老ある。

しかし蒋見てみると、けんかで1日軋乳で芝、二の正しい二との鉢合せの偽

金が塩ヒん乞、である。というニヒはこの「完工ノい」ということが朝雄‖こむづ

かいい辛みという季夏有線するの

理簡約に割切って　r正しい」とこする奉塩一束三言ク　しかしこれに暦象して

は科学の世界に恭いてさえ珂塗って煮ろ，雫して各学年達夕乞偏頗しなくな

る。一つの例を挙げると例え正光で笥小宅宅を考え考る喜家素養把意砥物性

の生物森地球上に現われた生鰯の萄まUであるとする考えは一束理萄的に老

肯定出凍るし、幾世紀九の両夜々の考えを文配して煮た。しかしこれに司教

して線生命の産潟は衆スに不明のままであったであろう。オパーリンの看名

在生命の起礫楓このよう．在野定願念を嚢砲した軒にその発展が終末きれた。

落掌世界に着てさえr部舟的には正しい」「その癖は正しいと恐われ′た」

或はT威儀定の下で娃正しい」というのボ正当であろうか、「これはいつの

磯谷でち正しいんだ」という葛のはあり得なし㌦

まして人阿社会万澱の孝をこれが正しいとして囲親し、これを押し通そう

こすることは既に不正を湧く孝に怠り平場に波乱を起すに等しい尊になる。

斗津の大半はこれ水原因である。

しかし「正しさ」のこの経線に立って行密する串良戻して生やさしい孝で

は．なく，凌夜の凍領主森鹿啓であリヌ拳億するJは森惹くてはならない。而む

てこれこそが地上に平和を老たらす嫁♪つの渡である。

単なる利益追究を宰ヒする巽東家の正義、単なる敏光的野営で動く疾掲象

の正弟、或絃又革寒蔚労坊津勅塙尊者の正義縁ど馬鹿げたものはなし上而立

彼ら娃自分象の呼称する正義に酔可ざらゥて何も宛えなくなっていろ。

これからの青年はこの「正しさ」の蕗城の上に立って世界史免直す腰賓が

ある。
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緻緑化学教室の反首
軍三回生　吉　野　　泰

私がこれから述べろニヒは、今まで多くの産婆が圧琴呼すっと壌磯線に魂

は審養親約にさぞかし本棟の食にとらわれることだろうと温さ。そのニヒに

ついてなのです。

私たちは入学した盈端それそれの塵麿の義孝についてアんプアベット廟に

クロットきれてしまいます〃　二のこと自体は紬こ大した向寒で経ないのです

が、これが実は尭生にとって癌巽に都合よくそして学をにと〃ては甚だ鮭感

に凍伺されているのです〃　二、三回生の車名がじウヒ質を〃むって毎食の．線

鮭化学教象での棄夜解像を省みて下さるとわかるように、軋葛には弓雷門革

やK2　鼻、右黍にはAZ畠E鼻，F夢というように漉す名法上での温厚に紘穀紆

祝し目安穀があり、東夷′β．C′の為名妓、×′Y．Zの議題ヒ緩あまりっき番い斑

ない鷺です。こんな考環濠がヒ一二から怒一つたか。養えるまでg怠く、その凍

国東、芙蓉室のテーブルに法じゃて学生を布置する常、どの勉生名決ってよ

うに蔓の拝濁れら境に名家の噛にという方法をヒら持たことにあるのです。

即ち一回生の分析化学実家の蕗の鑑直方凄二回生前斬・か南磯化学英衆の鍔に

あまた、患生と実家星こそ養って宜やぼり碑ち感きれるので〆珂生のときに

凍った何ら三野両飾りは、二回生にな〃て名村ん∠＼変りません，二回生磯野

の物理化学賞薮のときは、各テーブルに葉栗深肇求図免左γしていて、掌生産

各班がそのテーブルを一題覇各にかわって歩くといういわゆるブルブル摩り

方式でしたガ、婆の碇なるものをきめる階にやはり尭生建都屡の商のチ脚プ

ルから名実頑に学生を配置して冴′のデーーブルに常澄きれた葛の濠を芳一檻，

孝二のテ㌦ブルを牙二耽、というようにされたので嗜栗は同じことでした。

香草孝におし＼て最も更衣図像の生じやすい実家覇商にこ筆画名聞㌦の小夜食

に屠療げろのですから少々索のすかん覇王で葛、いやで名乗しくなってしま

うのです．二の二とは塵に学生はアラス象全体が掲一に濾暮し合うこと桜山

に、一聞生の暗にできた鰭窮状憩のま＼そ何等かをすごすことを露威し豊丸

三回生になって、研究窒ごとにか寵する礫にもヤつばリ名塩の何番から何番

まで娃どこと、この研究室へヒいうふさに射ざられました。学生は三邑生にな

ってg頗寮として一回生のときにきめられた山雀金の平に閃じこめられ鹿げ

ろ刀です．とろに足りぬ何題に番えるかg箱れませんが、入学してから畢東
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するまごて、ぼ、二の二とばば、かにならない孝にぼり孟す。

軒落選に教習の機会埼零がうたわれているのであれば＼学生皇薫において

も安反の磯金男等がさまたげ、られる「名題順観」は当然確執きれろべきだと

賂います。

次にこれは或る賭定の尭堕のニヒ怠んです殊・窯顔に字をお嘗童になると

き、あたかま毎分W八で勉常されているんじゃ憩いかしらと疑いたくなるよ

うな薗き方をなさるんです。空の様子を詮に轟くと次のようです¢

親網を和えながらどんどん塞いて凄ら才もろのですカ∴

字を葛かれる位置が低いのです。学生にみ覚るよう体

を麿いて下さることなしに、東萩の餌に立ちはだかっ

て葛いておられるク　その上、字求小さくて、お声葛小

さいク　大部介の学生本転生の御説明に参与できれこ、

尭生一八の墟魚になってしまうのぞす。そのため売生の戯謁桑の蕗には、写

生が少しで牒感へ出ようとむて叔室の範はよく次ガようを大移務を超して、

後で掃除席のおば、さん達を泣かしたまのでした。
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お声の小さいのはがまんし

ますから．字はサービスに

大きく轟いて下きい，そし

てなるべく高い位置　ぐ頭よ

り上）に、慈　しどうしてg

頭より低い位置に審かねぼ

ならぬ藤枝、ピ、うね図のよ

三日ニ充分に体を痢いてお轟

きになるよう頗いますウ　ニさすれば困るのは教室の童の凌

痢列にいる学生だけですみますり　五七月、さがづてお客さに

なると、着の牽前列の希しか鬼えないのです〃「こんな挙は教桶としての渾

減だ」とおっ∪やる転生さおられましょうが、実裸○自分で礫菜や虎省なき

ってみて下さい。

多度は私たち学生部夜雀してみますの　命で乞夜食でぼらないのは間男十六

日に顧段教象で行われたC科の新入生歓迎会における上疎生の療環なのです。

臼令達が河入室ヒして入って承た緒の二と史記魔してさえしげ璃∴ああい

う会合で、入学当時のフレッシュな商学清輝をに、；こ、ら塗るような言蘭があっ

て娃ならないのです¢老生が新野色留と刹示されて新入生£受寮生舜穂成上

に超零しようという把がまえができたそみろケ矢寅に、上級生のあいさっボ

慮った途磯からそれは言7ソミソに、三、みにじられてしまづたのぞ、す。r一、二回

wA－
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空のときは安原を底く温い切り葛んだ貴家よとり′年商の鹿茸は三三ケ月で

一度でやれる。粛々の都に入りたま老」とか何とか、それ以礫の魔名妓三三

人の人を聴いて菟んどが「或々の部へ、我々の部へ」の解務どろ各線をっ転

堕ぶ’在んてこヒは．勉頚のできないさのが、在学中白鷹に窺えること在呼

であゥて、入部勧誘葛学内のポスターを掲表す細ま、すむことなのです。封入

生の幾人かは、あの緒、上級生に失掌を洛じておられたかま知れ孟位ん。私

も二回生当初は新入生歓迎コンパの席上でr一回生の痺建直んだ斉ポいい」

と魔葛した赦す九しい詔健がありますが、夏、ぅ滋下級生に酵〃て叢べ尊べと

いうの払線鮭相客教蔓の通弊らしいのです。勉覇の番手意義ポ盤ぶの踵徒者

かないとむて、天性豊かな摩努まそをg遊べ遊べと引きずりおろすのばやめ

ようではありませんか。とくに／絹のあのような大切在銘に、上級名鑑感づ

と毎分の盲動に気をっけるべきだと願います。現代は浄写の痺駕であり、軒

家綿にも優れた技術索が突乏していろ折から、或々の不達常在霧島によクて

逃しパ当小人で葛綺上すべき人が堕落したとしたら申訳ないではありませんかか

自弁ばをんでいて官、下願空には「勉繋レろ、勉頚むろ」とこいうのポ上感史

の轟の複債だと翠うのです。以上述べたこと盲∵乙うー薮原日東むて丸を績ぶ

ことにむますク

ス　尊皇をアノレフアベット順の車社会に病む、速めるな。

よ，家噂は自弁自身のレアチェアぺ一方速を夜脅せよ。

J．上象生息下教生に酒折させるな∴

新入生諸氏を迎えて
・　　　　　　一・　・・　　室　崎　洋　一一　帯

川　大学の侠命

尭毒牙一に磯子の入学を裾する。それにっいて古希尤ねは’在らぬこと媛大

学の傍命ということである。私は過去十等画、終えず大学の唐傘ヒいう戊の

史璃何にせば蘭画こ姦現しうる外ということを希えてきたクそして教等窮に

大学ヒは黎するに看鶴な握細土色養成する新であるという鷹番に盈した。又

我々の大学は稜紆大学である。荻に腐鮎なる凄鮫裁街葛妾塵戚する黍が威令

である〃従って、戴大学の佼命は〝葛にして衰えば’∂老＆£竺炉／と

伸餅しそ嶺成することであるク素量在学中の修雛すべて祓線上に
廣甲せられる。比脚線は香子の細い濁剣より乞適切であり、ヌ療詔であり．

≠5－



古今の大学に通じて凍らず　内外の大学において傍らざる岬輝である吐露は

冬日現在の藷等を必ずむも線土ヒして攻わない。紳士の卵ピむて叔う。在学

中に紳士の修素鼓して草葉むたら直ちに紳士ヒして逢摺する八強になってほ

しいのである。

ばJ　俺学隼に着ける修牽にくフいて

章にして、本家婆の求人者泥は浸解であって、まじめに修学すれば弟子

には就農寒という乞のは尭雰ないを従って停学算において轟音はのみ、のかと

した性格を腐ら車をおすすめする。音の高等学費予審の生斉を番碗するのが

よろしい。但し締士の卵ヒしての葡夜を臭ってばならぬ。次に体育の蓼であ

る。朝何なる孝女でg健康が霜くて虔僚し1g名目こ在らぬ∴訝剰大学の教少き

長啓の身一は体育を蜜礪　常で射巧かスポーツをやるよ三日こ憩ったことであ

るr，

才芸にグラスメ㌦卜のこと憂申したい。帝新生は線として肉親の汚務より

竜顔滋むきものである。海草兵学凛の覇新生は全く萄頻j巷患い以上である。

本威峯に煮て濱これ．藍すすめて巽東している。菌子g各日より直ちに珂萄生

食象の死顔すさ合い史実癒して喧し工費宴必ず得る河争いであろうβ

と封　急進痴社会溶静の実務塵教と後衛大学

今日の凌衝大学法学硬を卒業した丈そ離可に滋ならぬ。少くと㌶十峯の

実地の修紫を経て捗じめて一人前の佼街着になる。老し、二の舞確認の実感

尊前に療傑する入水、出ると、当ぺ産軍務の二と、卒業生金野がこの「十等の

修業」をする磯会を食感与えられないのであるク　これは藷子をその父母並に

社食から番っている磯やとしては由々しき迷惑であって、私共は教に之を煮

止せざるを得ないのである。私葵に窺在社盆のス昭を痛感し、窟是正を希う

衆に於いて教えて魂子に劣る　のでぼないク併し世の中の孜該には自ら傾行

かあり、各人には自ら与えられたる侯命があるク魯温め寒椿の実線に直ちに

同者し得ざる滋のであるか糸底空なる理論として申すのではなく、異は本学

野に着て此轟の不牽なる事件水あり、彗学者の悲惨なる不孝孝ヒ嘘に学部金

森ヒして酎けた優太な密痍憂よく知るが攻である。

一面めくまで比痩溶詔に輝線を乞つ学生にヒゥておよそ本学の舶く耗琴の

寒い学務はない．毅にその轟の涛屋引ま逐鹿は無闇であるから、直ちに退学し

て壱っと適した学攻に行ってほしい。本学に攣る以上、本学の方針を守って

肇ら与のである。

初　野家社命の勝

義芋が東学に学詣得るについては多くの人の感受受けている。硬轄ヒ自

－6－
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分の成乗と位に考えていて疲華が当る。牙〟に父母又鍾磯城春の藤鹿あ二番ぬ

これは象さ掛り易いであろう。その確に寧象の経があるク日暮ガ野啓鑑醜

なる家政の辛から本尊に轟音愛収容しそ巌斉している。そ才し建凍して腰骨野

外癖や偏奇心の為ではない．金のニヒ文例にヒクて法務写一人夏季果湊を珍

に平均甜万（一石巧鍔の経．費を啓するク　これま藷芋の艶元ねら受ける学贋£

リZ多分多い竃であるク　国家以タトに社会や画像老義子のために色々な侠客や

鹿渡を終クているク√に立波在索術奄となって日本腐蕗と輝彦の発展だ寄与

してほしいカ、らであるク

（日　常斗演帝を柊て

東萩変革剣の頻はまニヒに禽零な建物ヒ設備であづたク　十等の草月を費

して学者以下当葛の蕃把と舞子尭蜜の肇カによゥて漸く今哲切名声と豪儀と

に轟した。宮より決して充分でない。併し衆廓大学の例でみて葛尊号が本家

肇聾剣の藩気と努力ヒを以って〆敦してヱリ立てて乗れるならば毎春一の渡

鰻化学薮象とする争勘接す可寵である。教室を発夜辻しめるの建濠むて藤麿

や顔儀ではない。乗車の入刀藩免である敏斗清輝である。老碍宗家β好下村

蟄療伺圧本土をねリ舞子が塵を塗って窟てた俊弱な萄塵▲家であるク過し、密

等の談斗痺密慮遂によく廃讃健新の襟動力ヒ惹ウて之を蒐威したク題字葛藤

今の世の硲下村峯に入営　た妃希になって大いに訝斗線画を発繚日銀〃て暦

学大成いてほしいク　これが．私が切に藤子に希愛しヌ、朝希する筋である。

春の伊豆紀行
四回生　袋田満天、松本　潅、旗下允

徳山信一、前川輝彦
ヽ≠－ノ′‾嶋＼）‾＼一　＼　‾＼・一、一一へ＼｝／一＼一一、＼ノー＼｝′1－・一＼～一、＼・ノー＼ノー＼－／州＼一一一＼一一¶＼／・・＼－（Lへ－

われら五人はかねてからの塀要一爾後歩兼行

を今春し1よいよ実行したガである。費間は全部で

二十五層閏程度。そのうち安逸磯にヰ腎とられる

から戎」は十五層円というニヒになる。そこ官我

々は鞠は味噌汁。蚤はクラッカー・虎はライスカ

レーヒいう非市銀勢の下に五日間で挿頭を頗る予

定である。コースは次の通りだ。まず輝凍ねら東海

岸の下田迄べスpあとは石廊崎州菱田一森崎一土肥一連轟山一修養寺へと歩

く。その向賓苗がゆるせぼ（といって葛せいぜい三周召円で泊めてくれる野

が秀和まの義だが〕靖彦で弓召す名という孝であるさ　番休載とて堵虜をさて

－7－



あましていろ連中ばかりだ。はでる把をおさえかね、予象日豪㌦日くりあげ

三月十明日・二十三時三十五分東京行きドンコ一列車に走リニむ車ヒなった，

電車の神様夏自称する丁磨。尤葛のをねらうへび、よろしく、海翠がヒま名や

とまらぬヤまつ鹿に乗込んだ。それにづゞく門番。磯は昨鹿か複下レ産と省

けいていた森そん放線には異常なカが出ろらしい。僕はテントを希っていた

ので燦からゆっくり汚車へ乗込む。乗る方狛ま酋契人の磯へ座るのだと最切っ

ていたが、席をとン5という纏むき東男の頑に皆、はかなく打死した∴だボ車

内に娃修学頒行の高夜生が多く乗っていた。その中は我々の目をかろうじて

須むませてくれるのボブ．3人。我々は目で遣いかナるのか纏しいか在乞う名

古屋である。その女学生達キァキアさわざぼがらおりてしまった。かくて車

内接再訂平温に怒り僕達症関目のえい範をやしをう為に楽々ヒねろことが塑

莱たのぞあるの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈東田満太蕾〕

X X X

下田室後にして澤亘草魚の華南濁、石廊崎へ筒う．端々とした山蜜を過ぎ

ると湊から轟孝に沿う。国定公爵の特利老成痩この辺から萄まる∂　この辺ま

でくると衆溶射二比べて蕗孝の横手は一委し、果潮に執られた犬牙のような

為が林立し、すぼ、らしい藩寮ボ薇困する～　い射二g南画の銘じかする。岬へ

由る三者米食の愚意碩連から長津肴が見下せる。静飴によクで出家た大藩潟

である。頻を登りつゆ燈台の頻のだらだら域を下るとすぐ商社の岩露の鰍こ

由る。ここには縁密がの頑が祭ってあるという〃褒磯は廉い岩頭で、快解に

‘へ　・　・　　　●－；　　　・　　．・　　　●　　二・・・　　．・　●　　●

麿を騨めると婆か水平礫が定席腰で＼屠漬すことが出家、毎分の迂づている量

水浄上に私立しているような磯魂に摺る。この辺は膏の訪れが軍い。非酎二

温かい。遥か閣下には観光稀が碗輿のように浮んでいろ。戒々ぽここぞ艶泉

ではあるかカロリーの争い俊季夏と眉。

次に威々底地へ句う．竃孝潜いには白葡車の通るような遭滋就く、直堵塊

へ威けるには山越えをする佗蛙ない。山を癒えると視界が向け、下新二直じ

ん亘り】た源射水泉社る。平木である。綬々欄を猛って落孝へ出る。ここま

で凍るとさす本に薇行者にg食わない。参虎は章径に泊る予定で潟み、山適を

登って行く。河成りの繋行軍で堵グロツキ㌦象鹿である。途中漁りかゝUの

人に費夜へ威ける適を尋ねると、そのような濱は土蝿の人でも洩らない。二

の舞の菱田村の小学薇で泊めて老らえぼよいということなのでそうすること

にした。鳩図たけに頼ることは老い葛のである。学校では実線ではいけない

というニヒであったガ∴薇豪の好儀で公民麿を紆介してもらった∴政務の八

一8－
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人か葬馴二萄切で風呂に老入れてもらったク夜盗啓の子炭藍の菜館の窟稀を

受けた。タオ写兵をとってやって顔見廻りとなっていたみらヰぐに衆違老在

り色々な遊びで護くまぞ愉快にすこらた。野禽の子鹿達ぼ車外でぺ老つクこ

い升らよい。このようなちょっとした奉で老薮鬼で経寒く相承に或る。

（硲蕃　邁認）

三角十七　日

前日の愚行聾で凝れた森乞慶の上での一夜を蔓るヒシャンヒしたか多田の

行産経麦田を発ち、上賀魂を萎て軽石峠を潜克て伊豆孝亀西南孝痙一の昭で

ある私瘡迄であるゎ　朝食も早々に終え年前十韓退出務ウ　空痩一番養老タであ

る。十簿塞発はこのような温歩を宣ヒする数で度逢すざるが、これは濠だ乾

が漫すぎた娃いだ。約一時商学で半亀の顔南の温泉感、下賀茂につく一二笹

より　しよいよ蛇石崎感えである。ここ赤らは嘩老通って砿路に逢す－るバス箔

線があるのだ本繹峯の氷雪の為この逸勢ば至る抒工事中で不盈ヒなっており

とで∴ケく十二時発のバスで市ノ濱まで進む。このころより者ロポロヒ窮が降

り出す。これより堆石癖まで歩き苧後㌦麻頃刺のクラッカー、バター．チー

ズ、イチゴジャムヒいう行初を食〃　㌦河ギギラ　スショック気味だポ食い気

は十分。二のみたりから顔までつゞら解れの上リ攻である。五人老いるこう

いう嘩窓先では面白Lも。穴符一列に在って歩くのだが族の上りと下リヒで産

婆の列の鳩常永彗牒ことである珍　上りの奇手蔵r萄ぼ下りぶると威麺スピ㌧

ド、水出る。葎皇軍は上り産地薮的薯にならぬが下りになるどいつさ列の　尤

ガリだった。鱈三強針で頑を癒えた森崎劇の葛藤という村に凄くダ　ニの弼艶

は石目が全くの山やそ川南が炊き聯リタイ　アツ子方だった。一関定に雇をっ

くってグロッキー気味で、ここよリバスを魂弼して範埼町に入る、乗車綺悶

十五分。粥がかな　遥万、L L。と　か　釘夜場に行き無窮曙の公民麿をおせ

鼓して滋らゥてます－努疋ク　雫速コップ」の∫葛が樽蚤？の康之薇うっ今夜は

豚肉の解離料理だ。′同署銀を打って、ノ軌こしてたいちがる。竿子安十線小

編グッダリヒとノてシニラ㌦フにまく十十辻宣㌦

敬承町は半鈴蘭南岸か要港で願で怒られる那賀叫の河口に度し、温洋腰業

の綬擬死でカツオ蘭の茶碗で和られておリヌ兎候水温鏡の為、全国で一嶺早

く顔本、とれ、しみ葛肴琴が包Ll為樫爾湯河として和ら往、帝腐県費摩或寮野

合虜まで毅けられノている。

表や一行は天候不亀の為断食したのだが、菱田から零儀港へ出て、ここか

ら雇で托上し硲崎へ行くと恕岸沼日の寒色ガ非常によいそうである。

攣亘半島は大麻、乗岸より華等の牙が出入、賓化に濱鼠、領港が夢し、‥

叫9－

‖城下允一驚）



十八日

昨夜は言葡社（森崎町膏草野が訝腐管痩していろ遼務）に泊ったので、テ

ント蘇りの控孝と好承在壌床から解萩きれて充分玖湊できたと愚つたが、ど

の顔牒いささか亮東虻さそうであった。ラジオ琢磨の尊者でで〃ヒ当を舜し

たようであった。

几酵半に鉱錦町妾出熟し、海のよく眺められる礪岸遣いのベス連絡を進む，

ここは衆孝ほど径東ははげしくないが、ほこりをかげられるの蓄こぼ糞　な几

天気は上々。で戊遠く地方はれすんでいたク

十時聞十分に婆が嵐に到着。常勝の姥だけあって感光署名多くあれていた。

新確立多く苑受けられた。

リユ、ノブを下ろレ　簿にっき出た亀鼻の岩ばだにごろ壊し、番の日射Lを

一杯に静びろば地は何頭に　かえ潅い。

遠くかすんで帆戯（恕三先らしい）が魂められた。奏しいしま摸樺のある

眉壁すそこにくだける演の者。4三喝都島の銚めなど充分に味わった9

桝の簡素怠塵俊をす蓋し、雫に地に揮う。

午後になって足守りが少しにぶって束た。教珂トラックに亨をあげたが、

止ってくれる東都はない。

田子ノ涌忽すぎ、トンネノレ乏通りぬけ、資の山にさしかねったところで一

都くした。ここで牽連にち濁切な摩ちゃんにめぐりあえた。学ス魂までのし

ばらくであウた状、乗物ヒしては〝番印象に凍った。クッションのないひど

い上下劾再∴　こん惹ときにはかえクて塊のある滋のである。

途中．輿金歯の常勝かあったが∴遠くは襲っていて萄士を嘗めなかったの

患家食である。

朝の顔色からして、たいしてもた忍いだろうと愚ったが、どうぞらこの辺

か蜂らしい。毎分は不本各省から、苧ス頻から土碓町までバスで直逢した，

一瓶遺棄強健に尊く泊まるのに成功して、今宵一夜はコック長も最魚の目で

あゥた。利根にくつろぎ、遥こリ之すっかり渡し‖覿して口廃家を満たした。

で富農は満足できるほと・ではない。

町中へみんなで出てみた。車さな温泉町で、頑境の蔵主そうな町である。

あまりはでな滋のはない。

いざ’らくぶりで、テレと∴軒河等にお堰にかかりたが、何だ丸亀に山中か

ら町中へ出て東たような気がした。それそれに安気を毒づて、関目の山番リ

にそ狂えた。

日．0－－
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土だふら珍を寺へ

南澤豆の牢番は桑厨をわたる感の妾に、磯盗に打ちよせる攻の嶺に、仁仁ウ

とり　おおち　フいた藤巻を伝えていたク

豊かなLlで湯のけむ弓に観の光が柔かくさし込んで・延々たる彩啄本旨に

じみろよ須二日い。濁汗こみたりて暫くは逢愚にふける才徳か女中きん痕親切

東を書かして御確のおかわU　を澄んでくれる。

さて裁れ乞魔克て最礫の行窪にづくり

亜避亀支脈の山々をぬケてべスは七塵八軒、一望に後河湾をおきめながら

土祀埠につく。

ここは漫贋山を峯て膠義孝へのノ＼イキングコース一日くスカイライン′ヽ

イキングコースWの入口である。人気なき直径娃乾笹の盈額づたLlに、務

ふし聞ける視界に、茜士を挑め、残雪の淡さに畷うろおし、いっの臼か又こ

の後乏し1ヒし峯ヒ歩きんなど著らしいウ1、べ㌣がて達磨山の頂に立った。醜掌

は濁れ二桁けてさえぎ為さのさぼく、童遺す眉山々の波方に藩士息空の塵塚

を表わし、遠く日本アノしブスの包嶺が遭なり上　線下に寒河の藩は嫁鱒の塵を

敷く。童顔すれば天成逮峯は白雪を戴いて春賓のうちにとけこんそいる。融

の明く簡単な優食をすませて修養孝へ十キロはノ気に下る。

凍〃‖ま肇と、け水をあっめてぼやく言穿威復流れ惑白眉を凍うヶギ凍て後月

ヒ名づけられる経に射りて、石額を凍ればすでに温廃部である。

山に麿まれた奄あいの紺釦まで葛れんとし、よきところgなくてぐむなく

額社の境内に野営姥をかリる。

さす嘉二に谷風は冷たく、野葛のっらきことよ。

濠綱目二一あ訝しよう滝壷の湯に出かける。払渡大将ボ見出したとか－

渡川の中に日照眉を畳んだ渇耳目こ身を沈めれば宅だ薗くぼせせらぎの竜。

湯上りの畷うるおさんと炉辺によりてど一ル窒干す．

明くれぼ二十日、小、亀の額づに員覚めて六線腐、冷えた身体を湯に温める夕

葛の町の覇は置くて人影はさらになく、ただ修養寺の魂の健の毒が漢にこだ

まするのみ少

額拓失費の親切を蔚山て、義書面にまっわる攻究の地をめどに帰途につく．

強さ終りに慮めばさすがに里心切ながら、忍お薇頬墾わたき心機壌て乾く。

彩りゆく洛外の忍がめに」まで次の慈曙を商に画いていた。

（前川輝珍託）

、一日－



石の上の ＿＿　▲

∴ごこ～＿∴‡ゼ∵＿一三～・二二二∵÷二一一モモ三回生　吉　田　周　司∴∴∵

各日、何かを断碑して電車やべスにゆら容ノて登探し、そして惑ち足りた気

緒で、ヌ電車．バスにゆられて帰ってゆく人があったらお金と日ノたいちので

ある。

艶がっいてみるα∴　■≡算たった¢宍三年ガすぎた。こら気がづいて嘗なら

ヌ気力をヒし日栄すこともできたそあろう。しみしこカモ∋の上におちついてか

らはそらはしなくなづた。この大学に入学してられ．しカ＼フた者は少ないた1ろ

う。褐んピ、ないかg Lれぬ〃そんなときわざ耶ぎ“おめでとうノノ　としトラ儲㍗ボ

何ヒバカに露見たことか0何となく仇agd戯過机才に日夏す二・上ではり住

めば廟．では何ねじようという気Z蔑ろのボ牽初の一等。それ滋その気椅だ

けで過ぎてしまうようだ。マージャン、ダンス、☆健の磯子、何事富合まで

と襲ったことをやるの赤∵この頃、そしてでづているうちに、ヌ㌦聾ガ去る。

いつのまにやら寮初の一等の気力がどこへやら讃去り、複に何か空白を首の

夏癒し、るようになるのがこ年目の終り。二の虜にはまはヤ大学は自分の郡塵、

何受やろうと気がとがめ宛ようになっていろり　自分の部をそば勉髭するだけ

とは徹らない。三年巨‖二は禿んと、すべての麓義に顔を出して、大体の滑子が

わかるク留みや、空比定が癒せ’られなLlのは自分だけなのだろうか。それ

から何を得よというのか。三笠員、シビレがきれて来たク　宍その日その日を

いき当りぽったりに楽しくり）すごすことができろのみであるり何ヒ礫味の温

い二乞よ。この石の上の三賃は希々を大分大入にするようだ。とにかく幾分

か大人になって輝く。宍賓義之淘いて、おさせっかつた実費を‾托′兇ズ通りで

って、只それだげそ等寮する剋□老人までてくる。そしてそんな威らを海相〝

といろ度天人になったというニとそある1ニ酵固定く　gカりトって、二刀草薮

にそてくる途中の気稗史考えてみる。何いこ学校へ行くか、その気酌は〃き

りむない場合が多い。そして帰りの電車の平の何と寂ぼくたる気椅ク

幼帝に答えてくれそうに老なく、そして　家で本を衆んだガが、一一一一－”乞、

それで‖まっきり感じ侶め為の水、ではリ二の、しびれが、切れる頻のようであ

る。
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示　凍；

l

嶺　宅　省　吾

天でかな五月も終りに荘Jき、初雪の候に在ると露の誕生田嘉守ってくる。

此の頃になると、弘は二十宣餞の実費の突飲水恐い出されろ。その田法私に

乞って癌牙二刀教生ヨであるかg痴れない。

糸が学務を出たガは昭和／去年で、密事の愚に学生生き引ま森々に顛盛に踵在

って桑た牟’、衆だ夢の夢日常しい酵粟ぞあイた。ヌ覇学は訝んい産蒙革命の

火を灯した蕗で葛あったり例えばドイツでノい一ンストラスマンによるプラ＝

ウムよき∫止　の接合磯の発渇、菜園での電鍵魔の研究中超疑顔の徳行磯によ

る反射の苑鬼、ヌスダウ≠ンガ一による轟分与希学の確立者々、鬼のりの夢

し1新しい産業即ち原子力工寒、工レアトロニックス工業′、爵分享化学工策の

褒褒ボこの時代〕こ岡かれたgのであった。それ荻啄象官学皇宮来るべき常む

い商檻の藤吹きを絡じ、碗漁に希誓老いださながら研究にスポーツに青春を

楽しんでいた。当時親権夜寒娃平澤夜襲ヒいう＝とそ敏奉の温葛全く恋ぎき

れており、慮響する八g少なかった水、孝諭には磯経藷塵の務田産婆の酢こ

ついた。与えられたチ㌦マはポリエステ心の合成及び’倉静夜兎であった。嘘

の痺ヂュボン社のナイロンの発明者カロッダーク葡文集が発表された。紘郷

にぞま入府が作りうろと秀えられるあら伊眉ポリマーにっいて詔威されていた。

これはプラスチッ′クス新雪を塞げ、適確貴賓でもあった．それを読みながら艦

は摩ったク（静の礫方では爽頭のキャリコ、プリンター誌のウイン、フノルド’

乞デブソンの二人によリカコツダrの論文象より得たヒントそチリレンの患

戒の研琴が蘭められた孝など細る由るなかった）∴単愚妹はすべて白倉で各

威して行かねばならなかづたクアジピン孫はシプロヘキサノ〟ノレを、セ穴ケ

ン承緩ヒマシ適意磯化して作った。ヘキサメケレンプライコーノ／ゴアダピン

薮ヂエチルエステんを無水のアルコーノレやで金腐デトリク左で塵元す眉ブー

ボーブランのオ液で紆〃た。これ／ば教しい夜舟で、あった。ア／レコ㌦／レアで金

為ナトリグムは水素の沼を立て窓から礫騰した〃〆残は成功した。そしてこ

逆目∃打うまく行った。そして数十乗のブライコールを摩ったクこれからポリ

エステルを笹あしたが轟重合夜の玄のは得られなかったク　寮費に乙別れ金希、

ナトリウムをイ受う凍希はマスタ〆した免になったい車澄子〃倍竃のボ層剰虻

－13】



∫立ち入る三ソロフラスコを頃込み一夜に多肇のブライコールを作るニヒに

した。

外は系やかな覇覇の候、合酎よ自分の旋生日。葉躾が終れば、ス吊ごりに町

に出て大きなビフテキにで乙かじりつこうかなど秀之ながら家電瓦の金璃ナ

トリウムを磯におき鼻歌まじリ，にそれをアルコールのやに攻込み滞鷹させて

いた。実験老半ばすぎた虜手元水盤クてナトリウムの一片を冷却材の水の中

に落した。ナトリウムは獄しく水の中を眉毛希した。しまった、とそれを乗り

出そうとしたとたん臆熱な爆音ヒ栄に水素ガスは爆発し、アルコテ′卜に火

水つき、滴が私の頭上から降りそそいだ。息をのむ画乙なく倒れようヒむたク

藍】一瞬の藤が、合倒れれば万事床すだという天の声が、気絶する私を引き

於】た。よろめく足を、j、みしめ水塵のロにたどリつき顔や頭の火傷にかまわ

ず鱒‖二へかたアルカリを洗いにかねつた。外界蛙全く乳白の世帯だゥた。い

くら漉〃てち級からアルカリの握らめきば瀬えなかった。爆発ヒX孝に驚い

た明星の人が射ナっけてくれた。拳で病魔に選ば’れる途中傷っいた腋から入

るかすかな光が凝礫の滋のか乞しれねというなげさが身にしみた♂それみち

璃象の世界が聴いた。

三日三咤十命番に鹿醸され、ア／レカリに頑きれた強腰をこすリヒろ謁療ぼ

丁夜大きな舵手で頭の中をえぐるよきそあづた。それより葛把を薄めたのは

ヒリ渡しのつねぬことにな〃たといら歯僧の憩いであ′ウた。希望に満ちた人

生は（今一癖筋まで健やかに動き廻っていたのに）更、さして滋元に送らぬ大

き在家い断層の顔に去った．狩の流れの針葛の凍さを此の暗程終ろしく殖し

く塵し、た車ばなかゥた。ロでは柔いニヒ互いいながら葛か茎かえに死を食え

た。そして厳しいあきらめが肉体の者帝をやわらげた。

荊尻の人達、家孫、友人塵の献身的な壱妾の為に全く奇顔釦こ爾路の犬覇

をまぬがれろの宮村クたのは三盛岡顔た、った。入閣後薦めて数分間破砕をは

ずして庭を屠る夢色許された。この時こそ文字通り閻液の峯芥であった。二

輝の中庭には一本の八ツ亨の木が絶えられていろだけであったか、それにう

っろ光ヒ軌ま将に躍動する爽しさであ一フた。まぼたきすら嘩しく外憂みつめ

ていた。そしてせ希はこんなに滋野願で実】い乙ので・あるかをはじめて覇づ

た。教本の彼は又養い磨泉の緒があった8氾汗こぞすちぎを占って色々な孝之

考えた。大切在官の、輿爽在葛のに〃いて、ヌ、む恋しい車．はみ憩い孝に

づいて、絶閻席膿の藤本牽いた。鰭ヒ蓬はいかないかばの級が少しく聞けて

来たのか　頼れれ机上　この事は黍‖ことウて法華痺いニピであった。州ブ月余

の大儀を終えて奇審牒＝ニ両級が願かリ、希生の屋を塵に人々に感謝して元の
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全逓にかえった。

半箕ほどたって世界は動乱の痺揮ヒなった。健康なる老人ばすべて贈号こ姦

都して不孝に老廃つき戯れて行〃た∴婆して私か今から考えると身恋心する

よさ志免倹な作東で節度に痛む車が吊よ、いま’ぁったク婆のよきな線魔法冷え

冷えと冴えかえり、級の劇のあの緒の蒸れの廉い断層ボ寒々と顔たわゥてい、

為のがありあリピ宛ら彿た。感涙か虎の断層を紺膚の遠忌ヒ決庵を感づて凝

事渡りきるニヒが出来たのg薯の寮重な嫁該のたま葛のであゥた。

二十等の牙月は過ぎ壊滅にひんした魂が範も希望に轟てる摩駕は在った曹

そして私も搾乳から自粛に老い大慶と矢に宛先、務リ得ろ磯渡ヒな〃た曾臆

の間に萬各号工莱はたくまむく成壕を醜げ、めのカロツサ〝の論文集に部み

れてめった物質緩、ぼる本に多彩意義をこらして腐実ガ留置ヒ沓ウて喬鹿渡

軌の弟を裔〃ている。虎の新宣い工東の美しく、たくまわい賓に藤む、二の

仕事に炎寧し得る轟音は二十年膏の帝厳の感歎に透ずる滋のぞあります〃

画　面　酬霹好孝

噌約誓書の「創世怒」の一野に次のようなニヒ布、述べられている．

在リヒ在る神三水べ慮天機とその中に生きる等や本ギ、馬ぞ軟を追った礫

に、すべてそれらの物を交配しノつつそれ自身玄繁覚を痺液するよう・裾自身

に似せて、土の麿から薇都の八アダムを造った。云々

線に我々森白錯物を見るとき、その自照劾はとて老巧一秒に出克ているこ

とに驚嘆するであろう．せこで空の鴬嬢水あまりに葛大きい葛のだから感入

間的な肴が、これらの顔器物を盗り出したのだと考え、この超入関な葛を蔓

駕の人々は神ヒし1台届で呼んだのでめづて、入間が帝を人伺毎身に現法て大

岡の蕃渡せろ萄級頚髄によるイメ㌦ジにすぎない。

ヒ寛明すれば宗教侶郁看官しく社家盈奉からとがめられるか・としれなしトが

これは近付の十磯教番人の突通の考えなのである。

それに必かかわらず宋鹿家は錦の存在を複線惹く認め宰覇しつける一。寛諌

なく認めろのは数字の公理だけであって禅の存在は何ら公理で滋何で・葛ない。

藩の入朝が煮えていた頑というZの蛙合では単なる脅透の入間にすぎない㌦

阿蘇なら成々の殉磯の鞄展によづて皆には碑銘行為と寿えられていたすべて

のさのが、合や、戎々人商の頭脳から産み出された礫戒によゥて老されてい

－tq一一



る否はないか。竃、締以上の仕事え成就したで経ないか。合成化学の外野に

兼いて老犬無ゴムより㌦頑耐久力の弄い、耐油性、耐熱度の馨かな入超ゴム

詞より逢射こ容れたナイロン五大聾に生産されている。

急ためる末次では褒一正だに殺してはならないのに頭初の誓文には、それ

らを真南いいフヽそれ牒身（八腐J g繁栄を椅寵するとある水、これ絃明らか

に肉をくらい、葎夢や米を食っ／て老よいということ即ち動植物の命を断つこ

ともよLlヒいうことを絡めているではない本㍉

これは’みリではなく東巌その葛の求人額の発濠を阻止してきたし、現在名

画インド、パキスタン等の近代化を盈らしていろ。裾は人類の渡歩に対して

躾嚢の食を聴き、己よりぬきんでられるのを凍っているように葛愚われる。

神ヒ‾法権めて寛大であらざる出張者であると秀之ざるをえない。

以上の朝くぼべたが、しかし近在になってとくに賦礫喪神轟が大重くイ申ひ

てきたのは何礫であろうか。我国に於いては碑の萄ヒ億じていた乳家が敦盛

を味わゥたという神カの弱み（これ産十字軍の痺ヒ全く同じである）と大観

中の忙しさに橘仰ヒいう葛のが怠れら牲ていた、それ水かきっづいて現在に

到り呆毅に蘭僚する時間を袴っ慣習容姦し1人々の向には広いという二二と二と、

軟くの如き熔段な、健気なことをぞづていること求出来ないという輝由によ

名葛のだと患われ．る。

しかしながら科学の進歩した締付ヒいってg今ぢ尚あのグロテスク憩“く

射㌦があのような立沢是衆を風から出して正確意幾何学侍従網を慮りめぐら

したり、肇が同夜に正夜森六環形の侶峯を作ったりする本能酎またして何も

のが薇等に与えてヤつたものか我々は和る余蒐ガないのである。

もし碑なる滋のが磯孝にそれ逐与えたと仮定すれば神は何故にあのような

グロテスクな“く打を作るのだろうかて　神は基衡的曳衆のない香だとし

か洛見ない。さレ碑が戒等の保護の為に磯等を見にくヽ　したのだとすると魂

々がくさを見た藤、額孝を兼され二は日られなしはいうことを神は我々に与

えたのだろう。或その実的感覚によって、あのグロデスプなく葛を級前から

凝り去るのである。

碗雇ソ連では熱把に生化学を研究している。この研究が正次な成果をおき

めたとすれば∴人間を作り出すことば弱煮なくて葛生き返ら法ることはす鶴

ヒなるであろう。このようなことが裏表うるようになれば、、錦を逢カリこリー

ドすることになるし、宋教ヒいう葛の底この世から賓を消すことに悲竃。な

んとなれば入園が死ぬ限りいくやかの八樗‖こよゥて宗教が威せ震いといとこ

とからである。
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ト▼二、万

二大磯

邑在に

二　と、

ヨによ

和歌山の花王石鹸につとめて＝う兎賓の範怒塩さんから硬リ　i

東きた　何か感じるもの祝あれば卑し1である弘　以下菜義を細分

しよう。

責附㌻1て顆∴

針乗り禰簸ろb　穴夜遅く懲りました。　早いものぞ了さ　し1つの商にやら二

年来てなりく　河へ故買を迎える郵こなリました．内外の季膚翼のみこめるに

っれて新入者路の葵祭戚吏ビラやらほぐれ、現在母は毎日単調蛋産清を亀養

していまま　入吐当時でん葛些細な二七二　呂新しし　蔵だられます軋　㌦束落

着いてくると毎日の仕事か輿にたまらなくなってきます。確サラリーの代り

に各社に廓11てやっているんだとさえ罵ったこともあり度し色。仕事が音義

に成じられる醇の各日が聴く山路廟か蕃るのぞ亨も　勿議毎分の希望の領嫁で

楷魂こめて働ける人もある省きすが、この礫毯朝は少な目ので蛙な、いでしょ

う恥　このよう玖例妓少し　のでは覆い空しようかゥ　牡のヤ按それ鑑ごあま日

ものご疫なく、大瓶は日傘＼の森羅に凍するの鮮魚乗だということごすコ

率栗、輿の粗当してしいる仕事が晩鐘とは全く観象いるので、尊厳で覆えた

こ亡か全く内観明宝刃ことをやって＝ますヶ　このよう殻と空．各日の藍清に

潤いを与えてくれるもの吠各人の盛観任のです　これ蛙現契からの逃避に銭

るかも現れま也んが亀谷の史亀を蜃零宣ものにするた射こも最終必要だと愚

います。僕息寮へ滞って初めて毎分というものを見出すのです。この騒最．

轟定款を味わう強攻ありま壮ん。久木－ツ、乾蜜、書家、刀メう、塞．粁床

その他もろもろ、何でもよし日つです。〆つー症の伴侶ヒなる強のをつくって

おくのお寒くはないと寒いま丸　少々盤吐すぎるようですダ、社会人となれ

ば趣味が重要性悪療鼠むっとししろことを量目たかったのごす，金はと、うみ細

りません軋　ヒマのあるの米韓法です。頭在我々は金の万はまあなんとかで

す水、ヒーマボ全甑なくて、好きなこくもちょっと手首だしかねてと1る現状で、

蓼染粉全くうらやましい取りです。日狂の乗るのか稀直しし　召胚の千筒底

頃甑をむさぼるのボ乾で五　愚もあと一年少々、し残短筏ずら）啓生唾藩左

十分覇喫して東上ダよいでしょゑ

現在、帝乾溜の鬼同部にし1香のですが．ここに虔工感天の鬼婆が画人いて

－け－



線塵外墾油剤　染色液刹海保で、末々軽輩に適確して看られます，し1らなら

：、‡　　　　　　一　・一．、＿　　　　　　　　　　　　　　、　・・　　　、　．

判は韓席によ＝環です小　谷患〟人感化から入る車になってLlて、競敵の成琴

は俵かっためレ日です乳　残愈ながらこ身体嵐壷でダ又になりよした。やはり

車体應全壊オー乗車です。研究所に再亀して亀尊重があり、ここには佗万と

しては珍しく多くの図書森責苦希えてし）よす∂　文献あさりや緒に唐風外患硬

のためそこで感を過します舞．ドイ、フ雷の力炊敬いので葬って烏ま圭　畑よ

車扱紺屋庄ド／いプ語蛙虎頚ですれ〔キモヒ銘ぜ－ろれ軽、）それから僻見餌の八

はよく勉蟄しま丸　僕らから象ると啓盆暗代よりも壌簸るようです。

東都へはよし茸猿上．浮華へ邑立怒るのです雫．休敢恵とで食えず、いっ

蕃魂殻に愚っていますっ　線金あれば遽賂しだ」い乙悪いま柔

たけだ・けいじ

食欲鑑翫工像の

菟おしし1得策伏止んだ

亀卓も八も肇えた、溶きに寒夢窓みるゲいい

卑するに∴：あくせくと牒円こもたいう憩い√日舛

もうすっかり終ったん監

さあ静かに夜気宣吸おう

セ＿ず、一心・フランクのれレガンが嵐れる

薮き漁った水色の清武状寂れる

ほこりのつまった、碑量のもつれた虜の中を

静かにるいる日と蔽れ、免れる

すると∴　ああ、昼鶴の僕は昌くらだった

倉やつと日か祝える、本当の慎ボ見える、

これが賓の礫だった、，Cの形次よく更える

啓窃惑こん射こも果し小った。
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卯月虻の柁り霧

ー……一・・・…一一三回生育　儀　宏　菓

クラブにノ＼れぼいろんな覇業かあそっ　たヒえぼテニス部なら、テニス言粧う

まくなるとか、泉人がそきる王か食吸の巷間くれ　クラブに入った大法こら

11ったものの少くどめ〆つは求めたのだろう．ところごクラブをやめていく

人塞彊∴1コをそろえてクラブの活動が包みの湿う漁りで∈HlとLlかばかりぞ

それをノ変えるために自分＼で努力した夜怠徒手伏〝向になしも　私包鼻の鑑鼠や

私人鼻のそれを隠合して′最ると、とろめ一番給料しろし1クラブというの弦、

′番いそボレロクラブのようである。′藤、こういう人攻、大きな口をあい

て希ってしけlぼクラブ清朝伏欄の上から落ちてくるとでも藤っているのだう

うカ，自弁の衆めるもの劣冬（うれないのなら、そういう石向にクラブをかっ

ぼってし1けぼよい。そのための素手がさかんに杖るの練磨番いにけっこう鑑

こてだ。骨杷してけんかのできるの水、本当のつき各日といろものである。

リっぼ怠学のできるの法人利口と大ベカにかごろのだそろだ。もっともこ

の捧合の穴バカヒ法俗にいうクjレクノレパン－のことでは奄い。その中蘭の直利

ロ、ノ恒ミカは牽当にクラブ痛感をレ　邁空目ニ牢固互やり、適当におくきんを

もら日子虜をっくって渡当にあの世とやらへ行ってしまうだろう云　■←月日二一

度でもよし拍＼わ．噂箔をば蔓れて全、刀をらちこめる吐奉にタjミつかった人壊し

あわ牡というべき冬ある。少上とも冬草のクラブ逐郵はこういう仕草の已碑

のチャンス去与えてくれるはずだ二　だが私産のまわりこし1各人蓮の蔑んと観

気力鑑ことか。

鬼婆からこんな義を輝いた．観がレコー∴ド∵コンサ｛卜をやった癖、金を報

って金目スヒ㌦カーやアンアきちンウシLUつてはこん誉いった徳、音楽を顧

空にきた八は、ただそれを見て＝ろばサリで手をかすところか、「ご蜜第三

ん」と声をかけてくれる人さえ符ガ＼／つたそうだゥ

クラブ活動はあ二女でギブァンドテ1クで怒るっ　別に後車になってしほが

しくY－び壷戎つつていだくてむ、髄刀した上　軌亡を衣したリするぞけそもり

っ庭符ギブとなりうる。本来、何か〝つの竃的をもった偉人が襲ってクラブ

一月一一一



ができたのであって、その連ではなしさ。痔に本尊で蛙このことをはっきりさ

せておく－法要㌍ある、万に淀汗数の啓法皇もつ大き環私昏ぞ蛙、クラブで法

有島教敬やリっ鹿町牧舎やその上に壷たたく煎Llネオンサイニ‥悪どと匡‖ごく

夢虫をひきよ吐るための一つの窒要葛モノとして礫萌をう怯　えそれにとも

なって「敏感を発湯⊥するよう宣布承引こ漫むのもやむを得か‖だろうっ　タ00

人だあデの啓法しかし〕懲日去尊郡のクラブにはまたそれ緩りのゆき方がある

蛙γだ。いたずらに他のマスプロクラブのまね老するの喧自毅行為そある，

クラブの入ンべ一軒ト一人〝人がそれぞれの個庭を発卑することにこそ本草

のクラブの冒観ぼおかれるべきモある。

礁乗詭弁3号祭発行されるに当って、或々綻もう十度この轟の目駒と萄轟

を卑慮窮する鱒電撃ある乙得ろ。雅号覆車7号が創剰きれて以私　應開轟の

廃－の冒篠誉あった．浮鹿相互及び覿珪石との“たて＿のつ銭がリ〃が果して

どれ程の成果をもたらしたれ　奪えて盈たLlと穐うっ　そしてそれを考えるこ

せ法、今後のこの轟の方向をある厘かえ忌ことになるろ＼もしれ射）ら

後岡範はもとより、、史蛋簸轟であ射ナれぼ浪人の籍丈薙譲でもないィノ　金尊”

直に乗温する租慮森厳を希った“直海Y素見〝　の実家で蛮けれぼなら緩い。

それによって一色生から屯営転までの車に同じ関頭に討する冬農の正方の観

象やら寒見の相藍やらを盈力て、＼たての終かっきクを得ようと鑑みてしっろの

である¢・これまでの柊礪轟について言えば、まず、読み紋】、乞日うのか多

かったし、叉（萄それ酎土石のば口車でもあった　一東商痕に蔽った丈に討す

る反義や発見など為樅出てもよtl嘗憩の虻か．養えて量ると、後岡軽水革に

ょ団や3回の蒐行くいう責期の向稀釈あるために、そらした反義ボ黙義妹に

なってくるということは十分に釣り得ることで・あるク　私は炎々の虫苗と蔑見

葛乾せるために、草に少し宜も友回は虫したいく罷っているぅ　／巧こらいう

養魚も勉は耳にした。即ち了粗應なものを多く出すより冬のあるもの牽疾っ

くリ作った君が日日．ピサ　しかし竣内藤の員的を考えてみれば、現在の達彦

ヒ寒気は、明日はあう変るかもしれな比　後穐轟は趣味で作っているので紘
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なし）鷺である。可飯な取り、多くのチャンスを与えるようになること貯豊泉

昨年度乗、覇策密で試みた草生麿教会蛙、竣海藻の竃的塞巌に太き豊艶劇

を采したと寒う。弘回虫亡下級産との封義の像忠敬であった乳　臭磯のも諭

し合し1の隆〃ヒして盈々に与えた烈果妓大きい。本草も是非範げて簡きた11

Y濱ろのぞある。今年へ琴した」回虫、轟宅は真だこの天啓の橡象を盈欝する

には至って11飢1であるらし、どらわかと言えば廣壁際轟にいるとEI見る，

やがて森々にこの人啓の体葵を尋にっける橡にぼるにつれ．舷すーっの自己

の堅鴇短夜を打ち出こねぼなら杖（ぼってくる。執盤毯魂が如何に誤カであ

るか、それを知る必要がある6　激職轟の生まれた竃鴎亡いろあのば．我々栂

互の連帯鹿の後衛にあるのである。単なる書く二での烙・雲雀大泉の≠あそぴク

や“物語・リ〝では祝してないのであ乳

威儀療法本当に金啓鮭の各のそ射ブ新鮮なら射上　板農郡の務色事、もっ

とすっきりさせる′ヾさであるシ　現在では単産餐尋と素志薯千色ボこれに当っ

て日る衆、ヒちらかと言えば、後を及て魔摩するとし1う毎夜で尿蔵廉廉や蚤

費の面なせ、その鱒によって落朝している妖魔である5　現在の塾草薮と蒐庭

石とが金頃となって翁蜃愛払し上磯鞄轟宴席覇配布するとしlラ盛酪法寛当墓

石濱gY終われる。

ともろ＼く、こうした橡関泰にとって、蚤行キヨ号くら日で鼓濱名云々する

こと蛙、尭虚しリの療ぢぐも葱LL　しかし、この轟の創刊号予約棄した官的

巨．1■二i・・、　　　二　　、　－－∴ミ　・■．∴・へ　ヾ∴・、●、∴＼‥、、ミt二・、・ノ、＼

新入法務零に法、この童の日媚を泰当に憩繹してもら‖たし）。
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頑…．監麿萄工藤

三回生　近．藤　津　－

岬「今＼盲目よ碑嶺、お牒二しい㍉打をわざわざでうむす教皇せん。

碑「いや、各日は若葉にすこし喜っときたい藩があるんじゃ。大庭この県

の夢虫は何であよく殉つとろが、何に虻よう考えん。希希豪農いろん伊

マス・コミの濾にのって温刑務の痩け売りの柘感で満足していてええの

か、わしわの番い穐度目一一一一一」

…「いえ、それはもう、あなたは廓さまですから⊥

神「ろん、そらじやった軋　それにこの孝枝－の生後は婁んじ’やぼ、専門珠

外の車蛙何にも瑚らん葛。伊はまじや。丈啓、普衛、それに国礫何題に

象るよそ鹿足に自分の寒気を汲べる亀の東泉るきんは少ないわし王　だか

らお前ヒ轟していてお面自ら在日わ圧」

－「これほどうめ恐れ入り賓したや　碑さまにはご監燦うるわしゆう憩いよ

うですが、軒か像の立つ事でも一一－－〝」

碑　rそうじゃ、大体この頃の入射まま　与力カ、　子子カニしけて轟を終れぬに

も巌がめるわ往　壬だ8㌢‖二ジュヒダーなんていう急常をつけくさる。

坤への米ウトクも甚だし用そ、。そろ‖よ県わんか」

－「ごもってもです」

神「腹が立ってなあんわい。近席、お声狛ま二回生のときよう果家老サボツ

とった伊、この像はモごろじゃ」

岬「癒し1．二の現計痙し熱心にやって金力ます．

嘩「ところで，お河は許雀が應し1そうじゃ葦」

＿「はァ、この客観モ底ぼくの右に出る畠の吐息し1位で」

神「その網子で勉登させにやあ、あかんぞ」

岬「いえ、勉教の方も一一・一一」

神「うそをっけ。お線の机は永コリだら卓じゃ殺日か」

∬「あッ、碑さん知ったはっだんですか」

禅「あたり覇ひや。それから薗くが、行前塞き席は鉄だのか」

叫「えゝ、大好物でして。＿j

碑「や、ん／農ものを飲省のじゃ」

－22－
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碑「そうですねえ…、カクテノしぼめマンノ＼、ソタンですねさ　らう花車珊療芸－、

ヨニ⊥ウナ【ガγのストレートをぐっと一一－一一」

「うそをつけク　吐し－忙し1給ごってウニ′トリ㌦の白じやろうJ

「あっ、よう和ったはりまんなア、矧ってるくせに藤さんも左が博しも一・・一点

「こ紅　塵ば人そば欲目ぞi　ロを償しめ、それからお前はクリス、硯に

怠ると索でグデングデンになつとる芥、クリスマス珪何台＼鴇っとる観止

「そんなもん伎触ってますわ日払　｝ご刀にせAバこいてんか．サンタヴ′ロ1

一スの生まれと日ですがなJ

「ア永、ソ、お節みたIlなの餌半るからこの一娃ポダ澄するのじゃ。きて隠

群等のクリスマスの晩救貧の繭で入声で『アツ教会でクリスマスやって、

や釈るガと言うこったん底お前～ごやう」

「イエ・或塵£㌢し主　神さん・そんな重富1っ慮ったら・圧ん衷みた侶こ

珂えますがな」

「お前こそそんな事まったら、嘘みたし）で珪宜しガ札　差ア泡の幸娃この

鑑にして．石碑は女は努まか」

一一　いえ、づ再親日で‖乙おってます刀で」

確「／うそをっけJノ、轟に濫革に女牽きとおやんと厳に老いてあるわ。それ

にしても人蘭の世・界ではァラトニック在籍とトうもん法条　毘毎でやろ

うな。奄象塩鮭寒の箔的表現為だと　なあのじやるうち　お前らの瞥零でばJ

－「はア、本項さもあそん畳孝志ら乙終りました媒一一日」

頑「そろか、わしの服には数日はなサった軋　どうじゃ弦、茶酪乙女の与

の軒に行くし“威風蛍々乞…一・′ノ」

〝「碑さま、モんq奉書いたら博捜域雀に引っかかり喪すので」

碑「うん．人向乃軽罪はき妨ろくつで伊江わん軋　ノ＼ウノ＼ツノ＼ッ一一‥∴J

〝「縛さんも相当、助平ですねえ」

禰「こらッ」雪と廿らロをきく小ッ」

－「はっ．懸れ入ります」

轟「もうよ畑7　まァお前童藩、いつ線率．牢療じまうかわからんから、今の

う研こ起し1匿い遊んでたくの仁守．

－「虔ッ、大いに豊永っも」ごありますu　争口紅石本しいここうす量ま空

んでした。あり、顆さん＿　ちょっとお待ち下さ圧　今．造省間蒸させて

おき」ますから」

∴’∴一千ハ了川I．‥・、・、・、二

一一～うー



鼻炎はあれ烏ころはやってくる

線鮭化学教室におけ吉事取のあれこれ
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ある人伏、寛厳郵よ最も危険な磯軒であり、また間際に蚤も零全宣晩節で

もあるといっている．

奥巌豊で妊こわれ葛い番長、引火健物衛、寒発壁物頻．轟縫物贋をどらし

ても取扱わ電すれば彼らなし）。葵寂窒複にあるすべての薬品紋打らカ＼の東疎

で、どれもこれも危険塞叢である，このように果展望は考数の潜在的な危険

があるにもかかわらず．臭鹸葛の危取防止に対する十分な温秦と罷親とで零

敗車より壕全な像祈ぼとこにめなし1とし＼ら壕に威革柁けるのではながろラ恥

かさし吠象や爆鞄のようなJl＼事故は餐晩餐ではしぼレぼ起る．われわれの

醜檻化号数塗の牽療童で8滴宏十号径の向にいろいろな革紋卒こあった甘　しカ＼

し同じ環解そ同じ車扱を二度練返す牽確度げ史こて虔な目し、どんな事政や

畠われわれ水琴ノうごことの出来る豪空軍琴錦であって、過去の尊紋から、われ

われ蛙とのようにして蜃金に奨巌を成すべきかを発えること宙あ葛餅ち照巻

線と度泡われない匂　そこ予感線化隆教象で起った二、三の専攻を振り返って

乳ようと賂う。

集線茎の車欧の車で、最も大空目線尊意曳けるの妓爆発である。私の賞蕨

象そめ電化銀による應懲車扱寧丁度あった。昭和よ9年轟産額リ輿歌き、省

睦三回生のg君が、作りたてのトレンスの厳寒にかラス寒左入れたと臣ん濃

愛し定　日に喪が韓が失明貞まぬかれたが．全おするのに三一温聞寝かサった。

粟国ば5老輩喝型の苛鹿＼ノーデと硝酸鍵とアンそこヤYを同乗にヒ一刀〝牢

の火の車に加えたため、発恵‖ノてアンモ二や吠蒸登し、観の窒化物飾付か

アミド解鶴の爆発娃化合幼奴できだ色めく煮えられる。これ娃紗諭此一

物ノ泌乙勅／ヒ言われ・曹醸厳（励ノ紗施あ）形跡／C　とは全〔
別の杏のであるが、僅かの野一恵で畠勝螢する劾直である。たいていの奮励に

ある漁り、粛酸銀と密使ソ～デを烈ノそにとかしてから加え、藤池観の渡教を

っくり、アン五二ヤ宣√衝ずっ堀えて酸化銀を漆解させていたなら、渾沌亘

－24－

．

二

　

…

t

I

i

！

・

■

1

－

ミ

ー

1

・

…

－

1

↑

・

↑

■

・

・

′

1

1

－

‥

‥

さ

■

1

－

一

…

－

き

き

－

■

…

…

■

l

■

・

・

－

1

　

1

－

－

‥

■

　

‥

－

1

‥

－

・

■

－

－

・

r

　

‥

′

－

－

　

■

　

　

　

■

　

　

　

　

　

　

■

■

‾‾■■■■・‘　J l

▲■－・よ　－　■

一一　二二
、一　　イ

′‾‾　　‾‾‾　▲

＿J′　　一、　、

号を
一、　　1【ヽ　‾

■■r　　ノ＿ノ

£ミ雪

＿三　　　、
二ゝ〆ニ

≦ニ‾ニ　‾

竜こ一；二

1九・・‾　1．－　一一

三＿　±二　二

三号′

蛋二〇【

√さ　＼　、

喋手二塁

ィヽ　‾1・タ．
・　　　　ヽ．　　＜■

箆こ卓
、＿＿▼．－　jJL J

へ・、　、

香言聾≡

T、寺二七

才」ご烏

、　ィ　　ヽ

真壁

毒少▼

ノー－　■　　・

Jで～ニ　ー

寄書三

：て‾1　　　－

‾「→　＝ニ　ノ→

一食frj
■ニ　　＿・■＿

蓉圭　で



メj、．三　一

「

、

．

‥

そ
　
　
し
　
醸
　
晩
寒
　
か
　
の
　
か
　
そ
　
れ
　
養
　
て

、

「

　

．

二

・

■

■

　

ト

　

∴

　

∴

の賀教

き、当

たん濃

サーつた、

力州や

rJ付　か

れ〃は′一

ざま全し、

奮励に

亀澱を

恐らく

このよう望尊釦まみなかつたであろう。観象老搾る蜂でめ、少し聴寮をする

と飾付やパ組織　伏析出して穴失敬をすることろミ奉る5　餞穫絵轟常アンモ

二ヤ畦の硝酸銀溶取に、選毛利た乞えば歯石範院痘敢豪まで、この寵かめガ

ラス上で鼠を折衷させるのである鱒、アンモニヤ櫨硝観象海象の渡し滝のを

犠存じておく七・アンもニヤの摩敬によって紗7励輝元裁現／寮生ず

るのぐ．注蛋する砿要求ある。・ア：ノモ二ヤ塵璃畷艶麗夜は素藤間騒客するの

虔色艶であり、鼓薬の腐りは施療を堀えて最私鉄にレておくこと狛濫費で奉

る、壕項目∠いえばエ爪テんも危険葛も乃の一つで孝）うっ　この應発も二重縁ど

あったように茹優するか、原田は避酸化晦のためであること蛙懲らも轟でさ

極って1いることであるが、不達葱か蘇濠のために済々冤簡する爆発であるっ

エーテノレ蛙薮束やオゾンの客在で包顧硬他により敵いi容煮軽の週威亀臆

を嵐成し易圧・このために審稽しようとする落水エーテノレ抵酎こ漁獲の免税

を締って日る。蒸鳩車に肇醸他動夜番額して、景教に温栗‖こ聴覚を起す｝　昏

或車に工∵テルの自動酸化を防ぐた密‖こ蛙、酸化療正利を萌えればよ技　巧

うけ口車ノン、ジフェニルアキンが喪ぐ碍いられるら　藩瞳双ある日産藩壊蜜

私アノレミニウムヒ瞥赦させて像存じても防虹できろユ　エーテノレに温室朝えて

おくことも線壊されてtlる。しかいlずれにして畠これらの瘡藍魂は過酸化

廟の生成を紆虹するだけであって、乾に啓伍してと－る温醸私物を戚艶するも

のでない1こくは覚えてあかね於なた射一二七である。もし盟密亀二L－テ′レゲ

乾に含まれ二日る際は殴櫨の硫殴政審取で威寮すればよ圧　数分で週覿私物

杖なくぼる。そ・乃県エーテル蛙過疎勉励の弁繹機であるアーヒトアノしヂヒ下、と

草薮を合むから、これらを除去するために、クロム吸森永でよく撮り、つもt

で苛催＼ノーダ溶液でアルづプリ檻にしこから．壁鹸ナトリウム窒入れて幕藩サ

〆、ぼよ沈　痛薮鈎ぢ弁リきった二王は読んでしうても零し1ていて邑二・・まら笑いl

すれど、、やはり和こぼ鬼し1温∪て象る必要もあろう′，

泉酸温内では可鮒姥廟篠本しばしば鞘いられる合一そこでなんといっても一

番蓼Ljのが双翼である。冬の線経比定教皇は鉄筋の立沢左奥厳重であるため．

峯ん要り‡二敵なしl状、∫、占尊緬迄．爪木遼東敏を名簿は、√寸した束ヤにも転

びやかされた缶のである。大繁の環軌また11て11か不良貫の〝語につきるけ

薄重石を朝えな日で、賽藩を場外　あわてて胡麻レ已常体に粛魔石を入れたた

め　蚤痢しこ引来し．大火壕をした入居あった．次の側も一寸し危不邑竜が

；う宝つ星索敵だが、玩、る牽鹸藍や数リットルの又ウノhJレ宅審噛して再三野

卑誹黍の堆わヾとってしまって∫1仁のに菟ブかなかった更隠、引矢して木嚢考

素量の東夷整えが上′つと　かけっけた数名つへぺ¢〕咤電玖璃他藩廟により久

・11「一一



事に至らなかったのは率い電ことであったり　牽取巻やるのにを恵J過ぎると

Llろこと攻次してな圧　不注轟、鬼侵．浩諷な紫蘇嘗叉他人を衛宅すること

富来】て足れて績なら恋は

満都⊇7草の象．魯迅で貴も大空と1観客宝庫った車欧があった．当番の率

乳堕M君か、窄リ酢酸ビニルの溶けていた久タノ㌦ノレを乾溜車，輿鱈子凍上

矢塞逸火柱水上っ監　横で鼠ていた数名の同級産は、ある日は侭から、ある

目線ドアからとびだしこにげを。後で漸く乞、㌣‖雪は半ば発寒観に燃えてい

ろフラスコを消そろと予に終ったそらだ。〆塀の後にフラスコが執れ、敷皮

金孝にメタノーjレ牽浴伊賀験衣が∵購え出し、その上不孝にか東リ療咳ビニル

のため、ネバネベして隠葛に消えず、食卓火だるまtなって嬢の都農にこう

げこ象、席合せ監拓教蜜に消大患で廓代帝してもらった。間もなく錬急濠の

サづレンが帝えたが、金治何力円かの大藩を痩けた。呵若蛙今、でも冬宣なる

と手足が希でそうだ。

最後にこれは私白身の体覿であるが，昭和よぎ考卒業惑え実敬重やって＝

七ときのこ王で奄る。同線の工岩乞一緒に、ある物療を象把分経］て‖た。

彗紆吐現在のような略幾重のある蕗所が欝かっだので、薬療峯の車乗で扱

ってtlた。琴範につれて慶把令、薩患自負が床の上を愈日日りで、パ惑．工悪，

私の三人成東代に上から押えっぼていた　おかしい菅がサうなと愚つだとた

ん、トドカン〃と．料のすごし1轟音と索に、車の円筒が速足令観照の頻埠を

つき破って部農の礪壷でYんで行った　礪鮮っき破られた轡軒が押さえっば

ていた二人の丁寒中蘭であったので、二人Yd終車で療あったか、普蛋晦日

てこんで集られた0幼教軽に「速農芸評者レてみろ、ピストルの零より早し＼

そ」Yおごかされた。押まえそし1た纏わ＼の腹にでも当って日にらとゾーツと

しための紆つ払　この事攻は寒心弁痴愚が或暗中の観悪品をあったことも事

象である於、敢扱者の不漁籠ボ囁番であったとは毒し1きれ紋日む　事故の私産卜

庄平栂の法則には泉濁され緩いものである。「天災は慈れたころにやってく

る上とは布田蛍彦の象言であるが、寒蘇嚢における拳蚊tま不達賓ヒ麻廉のも

乙には幾度そもやってくる。特轟は勇気と底何の画像もないことを肝に命じ

射けれぼなら老い．車疎は漫歩の広鱒絢の代極では璃いし、圧産は決して鉄

棒嵐のものではせい。蒋びくり選りかえそう。

「注東しすぎること法幣廉やあるよりも良Lhとひ
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の強象
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して熱

フリードリッヒ大王

＝ここ‥－国産 刀口　　碑　葦　戸ここ＝＝ご

萄＼▼アこい盲ヒンにブリードlトンヒ大五℃と）ら芝がLlた。思惑べjレリンから

産室か汚ぬ堺に〆つの産馨をもって41だ｝　環4静香ぢ節で比寮巻する監均に

雇いZそこハ＼払いだ¢　ただ療恕なこて」に、そ乃温くに水車小農裸あっこ　その

水車の音水うるさくて仕事虻宮につか竃目し　そこで失え蛙ある蘇．乾草琶現

Ilとろう、乙　たが、その絡主の務産改変らちせいという。そこで天王法その粉

塵を成した於．常置は「法律底私を條覆してくれますよJ t悠乱臣〟　先王銭

この人粗さ去象って水車及そのままにして務蚤と粗宴になった。これ法親戊

のドづツ藷の乙egehcわにあった蓋である，Jh射衰この話をたしか珠窮武革

夜の社会科の承再審で象たことを題目出して轟べてみた。すそとその十本恵建

大王群居殿の設計図を葛て、′帝におかしい節かあったのぞ，そのわけ窒象

泉にたずねると、しかじかこういうわけである乙いった刀で、九三．が貌束を

っけわしたどりろことになっていたj

え、あそ唱′卜姐は書’店でl‾帝王」Y11ろ恋をみつけたユ　そダフ杏に法1アfレ

ノ几ノと11う番屋がある伯常の土硬を借りてtlだが．その嫁のエ兜の繚吏努、

穀風儀萱作ったために輝度っ印へ水がこ稚く∴ぼったイ）き、審慶長目白艶に地代

を払わ攻かつEb　そこで冶爵が盛観執行をしようとしたところ．／ゲクエ等ダ

司席鼠の尊が大王に直訴した、そこき一粉塵底、穴王の鹿泰に徽って免許した

が却下され．認乳歯暦象に対する壕奮賠償の訴えミう邪下さり、一石磯鈴の寿

の許え蛙入れられ．林産は他代を払う義務ボあ牛　水車は公髭に陶工机るこ

tになった¢　そして水嚢は落札されたが、暑星は立ち革．介で、フ雫、ソデ、ムへる

う一冬直爵した訳文敗訴になつ監　そこご大王はその事律の尊慮を命じたと

ころ、最島或割前は「咲、フリードリ、ソヒ法、侯判東芝正統と孫磨る」という

星雲尊皇乾した。それを斬いたブリ鵬ドリ、ツ仁は、「麿のゑ緑を下法に携っ

たtいって捲り、解雇の正統性を急き．暴露線刹軒の滝官蓬を典弟した。そ

らてこのこと正則暦の怒家主表名の蜃寮監俸した　ヒ書いてあったか　初めの

二つの蓋は魔力＼に筒′の轟で，後のwrは多分相垂線代の下る別の者であろ

う」など復「うぼ同小【丁）畠の象形、こして戌あまりに静の二つと桝ナ後れすぎて

L、そう＼わである。そらして前の二つに出て象るベルリンに蜃藍からぬ堺とLl

－27－



L一一）－　∵∴ノニー1－－ナ

うのは束、ンダム萱嬉し、鮎一色LJソろのはそこにある慈恵し1ウニノスーシー（備

考宅）を指すのだろう二足もへサンスーシ肘軌ま／クと∫葺に造曽されて奄

リ、初吟の二つつつ請ヒ日豊ぽこの路頭にあだると肴えわれ、そろだとナると、

三番唱の轟乙は50号終期がず、れる刀である。tlで右にせよこれらの頴は

番数君主としてのフリ〝∴ドリ＼ンヒ大王の爽礪三を示す誇りぐととなっている

こ王は確かで＼ある。それはこて結き．碇ブリードリ、ソヒ大更烏巨当覇摩りっつ

あったフランス督須主義の心かあ珪る順風膏であり、幼少のころヴ亘上フラン

スノ、の教将につき、萄締ま桑名の矢とぼここごとに現員し、終生ドッ嘉餌

鵜鼠に険えで、フランス語ま鶴間〕ヒヒ日々やサン・ス一二一こし1ろのもプ

ラつス譜であり、二の乳毅毅改三三貞貞分袈設計、クノーベルスにルフが賓

てた．そこにはグオ1一心テールの新星や、大王の鷹柊の部屋も参り、ロココ

菜館の痺零ししこその覇桑の案を替り．フランスのジェルチエと対乾して

．・・－い一・、・rL、、一一て・－‥一一′：・、‾‥・＿．・

蘭とはり内部1ま｛敏に安岡されているそうである。ともり＼く木工巨が虻仁こか

らす）ドイツは疎治乱丸亀面において柊躍的に発展して日る。二刀ニ／卜、一＼岬

ゲル，フィヒテシ工リンソ二ゲ、一テ．ミ／ラーベートーヴェン、ウニLべ一

審は、奮彼より少し後の常代に出てし1るリ畷こそは大王の名に言＼まわし日八

・ド日、丁．

‾‾‾r‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾「‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾　‾‾‾‾嘲
i

艶l昌りまゝほ
き

三色生東　谷　善　夫叫岬－

飯の畠己は、し1まで全然形を息してい定一1年　徹って温めてよポリや烹目白

・．●、・・一　　、、　　‥　二、・　　一　　●　　・－　　　　　　　　　：、・

？て僕の希えることば像めて孝厨に充ちたものである。

「敵方ご塵行を堀ろうとする破産＝£、亀でその爵しく具わっている友を魔よ」

．．．■　∵　　＿・●・：－　∴　二・●・一　二　　　　　．一、　、　　．一　　　　一　　　　　二　　●・

旬く、夜の痘寒妊直ちにその威化をわ餌縫行の上に戌だプチあろう．、即ち夜

蝮私の轟であり、衆は泉の鏡である。萩の半面塩蔑鋸二月月夜の入ヒなりの上

にも熟む　朋友の反面捜索が強行の〝部となって覆われろそあろa　笑う密

に寒に賓らのみがその象で蛙も目上　寅の夜は喪しみある常に、寮監もわかだ

穀ぼならない。あ＼愚えぼ牽き扶桑っ反であるっ

一一∴　－一一一
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フ鼓舞

のもフ

フが賓

1コココ

乾して

鼠は公

－一一

、／＼岬
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しい人

‾∴日由

る。縫

左裾よ」

変える

卯ち東

リ　の上

・、　・；●

わかだ

0去る垂味の日、敦賓にも）だっ　新線に包まれた日表象の海拳法寒に莞レ酌っ

患　考11海と夷白汗秒のコントラスト法華のでる荏印象的モ怒った　その義

凱い密の上に磯たわつ危険の∈‖こ洩ったの法、寒心で毎雲母あった。

終止‖よ生真面目であった。匂隻は檻えろ森畑くそ怒った　薮直隠げに波心

材瑚（侭盤やあった　液者であった。重々しかったク　督雪紋げに自尊の額も

覇気があった。苗免状あった。薄々しくあった。薮山は愚質商にして、レが

も追及的モあった。これ軒級の短所にして，え長野であろう。

白雲鑑漫取掛こ】てしか古格乗的モあっ定っ　これ釈級の噂蹄にしこ．束農

務であろう伊　波山はやがては紅葉の美を飾るそあろう古　毎蜜疫やがて法、寮

と咲き圧こる葡く怠ろう。華、い、礫に友堺ある8　呵んぞ紅柴と螢とに逢まず

こ£こうか。

○鋳鉄鷹取ごある、そしてあらゆるものを曳航している　然るに曜ゾある人

の生温において、戴々は鷹取の覇を利用することは不可鮭である

力もえ　鷹隈であるノ　親鳥に、こ折線刹弔すればする孝．壊々に桑の牽宿

望与えるものである．而してカの析層一考となるには，巳だ努力あるの量そあ

る　零れを縛威するならば．我々は鷹鯨の鮭栗として、何らかの刀を薮爵し

えろ。

偉人と好ぼれる人々牢、その菟教．臥　不免の要をもって醇の磨く綴り永

久に生き得るのば、その短日生温において、蕉暇猛るカを象隆にす／でく喫カ

レた詰乗で故殺Ijか．畠己のベストをっくし、虞きるぺ（努力するぼら好、

着筆と巌聾は締三盆に輝〔モあううら

きこてに僕ら蛙努力杜松ぼならぬ。努力去停止したYころに賓の人生ば電

号，モ和ら房いこ死沃∴どのである。

○虜ら白身が択足し、奥行するこ叉にぼ眼界があるン　弔うここでもY　伝塵す

る二王で料簡塵払　しかし僕ら庄その限界に整したか。奄それならば濠しま

うとレ恋甘れぼばら懲汗，ならぬことをぢらそうとするの法人覇の当鰐で法

ごLlか．

0現在礫は郊督なる保教め怒じぼ圧　既成筑嵐のいう神の各産を官じ畳ま摘、

疫である。

尭竃のこ乞だった〃　味よりも大きいパンのかけらきれっ焙って木ワ太クで

翠に確りかけていた蟻状コンクリ㌦トの上で入蘭の下敵に本かリ、あえなく

景教をとげてしまった　その簡閲、螢ばノ＼ツと碑への敷金を戚じ藍。簿lまな

ぜ人向の歌薄の鼻を線審的にこり上げ、るのかや　人間紋、この大牢蜜の中空疲

一恵のちリ空しか飢1舷球上に、たまたまその虹各条浄水整って菟薮したも

－29W
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のにすぎ勘一1では杖しけ。それ水草に匿東武＝こ虫鼓して寒乾もの鑑のモあるも

照或草薮の人海や一℃吏敷革筐太鼓腹劇姓を額して亘るようそある4

0僕は東夷における社食主観社魚の爽現を唐じていろ〃　その到来法度解約

モさえあると蔑ろ．圧釆上棟々の祉象形感を湿ってたどりつ日払現在の習太

主義社会が泉最的攻、最轟最上の社会形穂である乞虻．せろして恵じられよ

包　勝正須木主務なるもの班長すごでく．この発展への魔効は魔任免に威巳、

られつつある。

レかし珠がめ．「各、人の鮭力に慮じて各人から、各人の皮革に薙げて各人

へ⊥（マ′レタス）の囁き裔次に昇華した異星主我の東現は、朝町にして可鍍

仇　現在のところ∴僕蛙この可能庭を寒天的には、侯ごてLl標目。

0小額本主義商人風〟の罪悪健は、才一にその搾苛‖こある。温代経常啓環、

本直勧こぼ、これ鼠梶本東融として11るよう宣ものである。賢二はエゴイキ

ムであり、次に、侵酪蛙やある．金銭か艶も、その一つであるかむしればい。

これめ注すべて．八向の原罪的エゴイズムのもだらす厄介な同属杖の℡あ

る．この利己性こそは．彼らの貴大の弁明就農鑑のそある，額、らは、この利

己健をこそ、人職也に浮く根ざしたものだと書ら．鳥うに、それ温好色象の

弁明にもノ臥たもののようだ。

℃ころ空、ここに昨帝に二村線のある率舞がある。それば鷲施主零の発度し

色毎が、例外なくキリスト教象であるというこて」已　上ヒ述べたよちな“壌

本主義的入鹿クが祈りの言葉宝もって神に呼びかける恩は、一座何であろう。

蜜太空家と法キリスト教に対する最大の賓知で監査いガ㌔

○森硬は、心の嵐から他人の各在を観めるところにおいて、、娃じめて睦ま

れるものであると得ろ．二つの御本も′とも、少しでも色已主張宜．どこまで

も、押し亀そらとするなあぼ、二つのもの吐、たちまち、常温の彼方に去る

であろう，

しかし、だかめとLlつて、堰硬のやで亀倉ヒIlろもの華、内園老失ってし

まうのぼく蛙番えられない。

即ち．庵濠とは．凍して、二ノ＼の単唸る孝親の上に成立するものでは萱目し

それ蛙．二つの′巴が、各々、包分包均の辛から出て行き、相手の心の深度に

まそ象するという把のはたら空杖のである．互に他のを圧巻、その根底から

うけとめるところに、二つのものは合して、椚つせなるのである．勿萄これ

は．河的作用に溶いてもその次菟こそちがえ、同償なのだろ三つ亡襲う。

○天守宙の脅威は、今さら、僕のし湧ところでば夜目も　思えば不溶義にし

て驚くヾきこの世界に何の役職を繁って、咲あは生きてし巨5仇　各日を平然
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さあモ）。

こ薦棺

つ習太

られよ

こ威じ

こ各・人

：、1軽

考・エ～ミニ

ゴ、イ考

1ぼい。

じ「、ず．

二の．画

邑象の

虻むてRに泣票、檻に賓し＼の、めまぐるいI日報をくり返していう。それ呈

ある日に珠満足だ乞展廿　ある竃に底魚ろしいても程う。こんなこt蛙未専

任の匁えざる線審考に色レて、勝は与えられた騰臥　この生命を寮底に鮭廟

む．与えられた比率に泉射し．働Hlていれば上目のだろう恥．息．そろで昧

償い．車かきいちょうに、螢たち人海＝よ生命に包亀め、自己の受けたる疫の

堅宙的素養に驚くこてから感め珪して玖珠らな圧

鍵庄入鹿の姐を億じていろ。猥く潔く人蘭を蚤レよろし畏友　だと之、そ

の監動与、罪の電銭に嬉しまねぼ仕らぬこと状もっても。これぞ八鹿軍人毎

になるための至上命令で法官いかり　ああ、僕は、何よりも人間に葛リ妾JL

励　　給
食禾湊太節

丸亀で　砂塵の　向

ト　ラ　ック　法　泉駄し

其　主　は眠　る

萄文　亡の　別線の

ミリ　げな　き　聴衆は

アル　ジェリ　ア　の　灼熱の刻習艮

①次　号　予　告隠
魔㌧南廉廉　内　慈・・・‥・・後閑鮭の日和二渡し＝うの

形　式・・・……い・由由　衰残弼猟a～ぎ枚

稀　斑…・…・……・t・・・・－？薫　之0　日

簸　た上州・一・・…い医吐牽更及び碗範春賀

発行　予定　／0　円　初句

1I　”



研常襲番外

⊆；；；芸書芸董毒重要空室室毒責≡警≡≡≡芝：　　準薫琵芸整薫室岬【避

踊研究官〆7℃アイ「ノレ
ー開封笠原－

岩崎教授Z廃して、褐変らヂ学部一の七世帯と誇リー　多方面に活躍と′て＝

る岩崎研究雪のメンバ¶構造とまデ紹介しよう∂

享電
　
祈

頚倣鏡酬一後藤助教頗「－州晶多卒論空欄のシュリンケージ防止）

・二●　・号で
／
F
．
1
＼
＼

威療樹脂の
汗警

川卒論生しビニロンCトシノレクコ一斗ユダ）

喀瀞照届升死ノ」大島・星山季冷生的（縛繊維つ加工）

ビスコース州岬乳棒助劉爆

ノ研　究　室　（ビスコース

の諸句題

●：　・・　　　こ　、∴・、ヾ　＼

／節電尊　　　く代車工学・

感健血工の

・∫　二・、・一

軒

卜

汗

「

［

子

「

上

汁

「

卜

巨

L

L

L

L

L

“

叙山卒論一生

初雪卒蘇生

松井卒鞠生

東川辛蘇生

珂松卒論生

山遥卒諭生

長額卒衆生

福井率教生

伊藤卒鞠生

三木卒終盤

岡
　
山
　
大

柴
　
壌
　
鈴

卒教生

‥　・二・・

卒論宅

萬須賀研修生

錮川渡溺隻

く　どニコンの観線状＝スチル咤）

し繊経案乗萄鮭の樹脂都】工）

いく′レプ廃液の刹嘲）

（ビニロンの樹脂邦工）

Lへ鱒の熱粗壁による敦賀）

再〕夜寒郵定護の検討）

く澱掛の債分郡水分、終夜養う

し横倉草食夜煎）

寮増の額分・用水分解夜蘇）

・・二、　　・

（璃絹の頗介加水分解夜兎）

（壌分溶液営倉）

（惑洛車のヾ一ヤング）

（金蔵瑚蘇）

（化敵の粘5線性動鼠）

、

覆谷出庫素餐（アシ、ソドスケン牢のZ刀の回棟）

車葛藤寮生（ビスコ¶ス乗液の議同番）

斉藤・櫨叶靡修生し化繊の属し合い貌皇i監）

樹脂加工ノ岬・…香城抑珍生血了川本卒輪生（磯物の承久也ット）

ご・：－丁　子’

工教案

…

重

し

（感鮒工ゆ巨宅卒翰生（オ′ロンの衆魯痩疾患）
請珂感）卜成下卒覿生月敷浪塩破線の染色）

」義彦凋懲巌触し那象の舞何題）
・▲田中工務累一一叫・－請ヰ　′ち席上虜夷しビノ「くJr一一六久末二三∴つ執澤〕
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豪邸芯写

し′て＝

止）

ング）

つ乳揮う

研究委轟サ

寄こ教蓼　の層努定番宛或巽を苦みやダニ月蝕だ習礪脱藩か必嘲
ユタ班とニad巌を社会に遮りぽしている老療衝魔肇の倉家老の主なを軍法，エ

準士三つくるための化撃工学磯剥礫であ肴。在寮つ頚が密草化学者濠ヒぼ一

家莞刀工賛揉ヒいう葵守こおし＼て範魔力塩入が夢かった亀に、竃舷毅に亀嘱雀

磨芝したか菜ロれ温い。研究史更掛象から工務へ超す韓には必デ〆gA才〆釦は

芝草鼓し置乾せねぼ篭らないが，これには化学工尊鶉に恕鱗三九た化学者が

蒸塵して魔のて成功す寄与のである。工夢の叱瞥塞斬首の日常悪者な富め法

地学工学的訓練だげである。文節宛聾の化学者でも同額玖橘孝三牽磯子鮭緩

避草笑くべからざるものぞあって、努靡－の象やかな衣功iニ机こ伴ラ♂われ

短藍感痛孝教蚤の嘉男者が赴食1二衰て、寮も新し汗後衛、はい　Lはこの新し

∴責務をこなせそだけの塞靡瑠薮を備えて老い硬療養渡芝居倒し、太と‖ニせ

こせこ貫解してし、るのは、賓するに摂らが撃境野民に痛撃工牽解剖錬愛費げ

て：膏ねた痺ともってし＼るからである。これらの牽愛皇感々康成Lt　㌦層魯

こき∵と．よ」ト∴層ここ牽士らいi工学士乞育てめがるよう．教官責′喝が奉尭

要家して萄々準色濃めている才

苧｝ゝ生のたわに／感線化牽3回隻の賞験について名目上する丹∴　これは萄摩蜃

ノ二システムをとってあり、高倉射ヒ学し町田研〉・礪糸化学巨資患冴〉　r

奮哀萄教化津し森村新二）・化学威碓韮（相宅新）■化蜜感鯉こく岩崎冴）・

雲こ撃工牽（岩線祈）と‘課目の突験老‘～倉人がグノし－プに怒ってf萄塵諮

妾退屈■礪轟の射1ときはし＼っでも爽験をして．常に寵老磨いてし　竃中　二の

ララ岩崎新嵐当の痛感F　と比婆工蜜の爾努密につLlて〝寸確介す章と、好薦

・・・●一　・・…・・■　・’、：∴　一・〔一・．・・‥・⊥′一・・・・一ト一重こ・－ミ：

寮し、繚骨ば溌体、接教、煮感、乾照孝から、敬啓、磯威工将軍パイピ与グ

筆舌でつ巽験賓等をして、化学簸患え包恕ヒ′頃そる観な絶息搾ろうヒ素ラ夢

である〃　そして両者の突盈兵乞あげると、それば突鎗数億の英唾蜃魔法の葛

寮こまで艮′光二登壇訓鱒のきざしさであるク

次にイ番命演な卒牽翰せ蟹について竣べよう4　着ノ蹄では、各軍三璃生の軽

をこ軒属とテ山マが決まり次第、尭番田回生より塵々の封親ぎむし、明男の

寮費頑健までの酎二宮軒鋼変や実験計画セL、贋鎗弼超ピ共に盈嘲帝島忠軒

轟乙して能率よくどんどん努験を淀め、卒好までにぼ何ヒ倉モノに　してし貰

う響やには、学食に発着●されるものもあるク　岩ノ野か露営観鞠に懲飽食がある鐘

こキ塔婆ヒ喜避岡かれる文献錮慶の洛象の畝でなく、ノ、＼十キングやr帝乳乳

慈行乙いったことまでこれガ企慮選管するのでわる。毎週嘩かれる定例の穫

尊をて文献の紹介が糸ん乞、であるが、簿に侍とミリやカラ鵬∵ス‥芋イドの胱啓

一lJJ－



抒究宴麹／介

壬′あノ、片席と摩乗草宝前二しこ先ごヤノ予定雰強気こ嘗蒙れ乙、牽隻濁、君

略史、革教室√フががべる野でわ奇ウ　護方ごも葡肇為は珂もつ7申　し出て下三

れr甘酸迎しきすかわ、ごしごしぢいざ下さりっ　年額左止ま亀．野貧打二、攣藩

・烙餅に、アミグに、と董ヨ楽しく澄んでいるり

争彗甘符に教室巽・研修度につしうそ′主監リ紹介しようっ

ます岩崎教頗癌わが司りビスコース人頭つた教務で、云わぼ、蜜草丈托麿照

各径であるJ　爵注’‾藤倉㌧夜希」ヒ云う新選静と君ち江てわれ、ビスコ〝／くつ

三及薫、＿感捜つ衛階刀コ工竜′二か巨rるべ－キンブ、そつ塗すヾ乙つ化学皮煎ミニ東、

将L一つ／つも′予。健太耳ヨ＼ソトつ風車でわ′皇三二まえばしちょっと窓外に思うだろ

うが、コ、玉算前書ではよ＼こ卒教皇と乗気・つ覆い呂に拷密者湖へ行かれたi

のだが、二つ動ま穿ち．僻藷の直に入られた凍蔓㌦

線審助勢硬度客し㌔発車に塗り、密の務貫と破線鰯か、噺胎の藍子覇敏鍍鰻新

羅に草食されている∩循またわが商電頭の先艶者である。

線廉売生（つ卓球托一乗でわ盃。これに蛙ふしぎなジンクスがろフて、喝牒

地底男色大挙監軍終簡大倉に過去、季たまが洛膏とjtた牽二痕、慮ダ舞妓も

選一ノそ17、傍線すると蓋うつである。

・一　　　・　　・・　　二　、・・　　・・　．　　　一　　　一　　　　　　‥　・　　・：・

ラとと′　よ　うっ

）穴等二フアイタ【帯斉義教琶少　唱健礫竃p　一缶LH舜峰生ら虐　r須田さ－ん7ま呵乳

ですか」なんて呼か、かする喜八だから、三璃生らはよくえごっし、て、召老婦

こ濁られても倉ら在日にいう夜毎貰藷も約号〈　て感工業練へせ海乏し二歩∴フ

れ．軍門堵ビスコ〟ス〆歯であり、苛茂に熔接が砂奇。螢山■／てキ血つヾテ

巧ンで語る。零盲1時／君の（．季卜弁∫真司生【

その塚がスーぺ－マン的人勿松本眉。痛感か学工学斉験の吐露乙している

が、大学こ科身と腐生で、戦平温である。エ場の慶上に賓滴塔を組虻てたの

喜、中産に密林を〔く　ったクも戒の仕わざである¢消防者から盗視舅が釆た

琴に界辞緩乞すろつも戒つ娘である。礫は繊維学郭の危険衡取載主任ヒ云ウ

ニLj二二ノ「てい′為っ　登載に速髭とガリ夜切りがある♪　蔵王スポーツマンであ

るハ　野蛮二　者戒、スキー岬、スケート、登山　ヶ氏．ヒ脅墓で耳、まあ下手、つ礫

好き卓絶舷かところ刀＼宣．

研修生の古参に曹成鳥がいる。照喧大要努5番隻である。草屋二かクリーニ

ング凄さんの副査慮。研究の方≠専ら線健廟の凍霧とか加工とつ方面き　燕もス

東㌧バ左マンで、野討、サ＼ソ刀－、スキー、スケート．登山、ゴ、心フ　ふた∴

牢で呈スキー結花尊質クラスク

ー34－
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膏紅／抒

i、二ト．二

、、肇藩

トー／く　つ

、黍に癒し

トゝご′キ

＼すしたも

丈療儀月餅

、モ・・．て

’一顧雄を

かせ礪

・1草生、

巨巨邑覇

ノブ　⊥＼＼

、／ウ　～つ

・つ　ヾテ

ている

：てたの

再が来た

〔ヒ云ラ

ンであ

r手つ額

Ij　＿Ⅳ

／　　　　　　‾・．・、’

網もス

たこヱt．

／野党肇露骨、

美人毒牙疹生の項痺きん宣、極く蚤豊麗濁した甘．予」乳癌日高硬家産二番の先

生∴；ヨ嘗坪井。衆濠女手大鹿顔か　家政高校や老生である考層ノ野終生とガセニ

タブつ靡霧中で、象攻撃金一にも希う象まれた。

努乙二人の釘塵靡終生、脊髄・娃好感ば泰川津嵐学園のデザイナーで、前‾

粛ま肇義枚の褒桶でもある。女手琴生り諸壌ら、打ノ洋服をつくりたい美星ら

一。考二つお二人に碑相銀されては魂河手

義頃笥研修生は、N化学工贅の鹿角p全容千舟卒乗の発寒で、先日の岩崎

尭まつテレビ塞寒で遂々軍各に怠った合産額科ウ研究をやってLiる。

董∴ト長谷川、車為り三乗疎生は‖ずれも承落し〟ヨゝから蔵置つ上親及

舅のタマできんビ

ス毛筆の葛やさん色や聡に簡斉さん、名利眉の三人が海象取組んでし＼るの

嫁ビスコーススポンジ切牢聞試験生賓である。これは皆託研究のシステムで

誓牒ノルマの生尊皇あがて賛観菊に凍している。田中三ん′ク連作ijは碑々養

老でみリ、ヰ度の寓鹿の線取簡綾。

抒手厚の紹介とダ小ブったヒころも二、三あるが、喜多今野ばこれ位で劾努

さててもらおう。

－イワケン生〟

町田研究室

最夢】二町弼研究馨か琴産・つ内馨左裾介す′る餌に、覆草つちかわれつ、める

砺莞要り倭密考述べてみてこい烏

有写り卒衛生が老＼ソトーとして禾たこヒは、骨董の学生窒素し着＼らかに

当分つ研究ヒ厳を勉鬼に奴組むことでめる4　号九号教礫啓つ適切茸循客土生

計　た笥主蛙に蜃む学習速である。その合間金町二学生ヒしての或侭を生か

もて、スポーツ叉がその雌の礪釆乞たのしむ，以上のこし乞念頭に詮いて嘱

戎巧弼容．セ紹介する。

患す、教師直は着席て人格者なる町野教礫を筆頭に、乳質のユ叫モアまわr芝

一宮一・一



【一　‾　‾一　増野だ質感介・
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、

．

　

　

．

まえた研究承把の巧野新教礫、現在雲だたノます－貴下ら主著三質1ま凛礫ご名

承った鶴野別事、研究又は苛にとり温んだらてこでも動か戚釘牒ノ研一帰室、

費で斎々。

つ

　

と

それに比べて今年つ卒論、生は要って内象なまじの森孝法号、ろ～＼で紫野象の

当てはず九・おし　羞日数笥乞登げっ、次，つ層々の寮験に敦亀んでし　ろ。数等

に渡る工手レ＞イミンに関する研覆浸、天倉、殊、雨季蘇生が持って署リ、

すでにニケレゝイミシが含鼓されてし、るク

二つ研究撃ではなヤ分布をでリとそえ′ろ巽東′つ／軒乳は、寧中、下町

・・・・　　・・　・　　　　　　　′・t　　二一・＼一　・・．、・　　　　．

：二＼　．・・・‥・　・一　　・　．．　　一　　’
■、

ノ
」
　
／

弘

　

　

七

滴
　
　
　
ア

ダー一心北を行う研究底、森岡、商務、頭辛輪生ウノ研魔チ〆てである。

今冬珠夜食ながら、へミセ心′つ研究が昔づされたが、この方密でも署等つ

一　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　●－

耶／研怯鹿のスポ㌧ッ、バ’ドミントン域、巧野功教礫′つ解指峯三番て、褒

め誉め至平静生り観箋上り、藷若等の奉郡も腐／衛し　てし1為．そして怠れこ

蕊
　
は

怠らないこと底、今軍から倉簡覇修室が、加わり、野蜜もぐん乞強′化された。

今等モビラか、親機止碧科り蒸着、太い打率宮＼、勉頚に漫豹に項象ろう

では写主＼ガ　ぅ

岬森　覇

票数姦去壷至芸芸芸還芸等

貴志研究亨

僅朔なれると灸にもならないが、－寸座符の葵のする賓奄研菟寧　日密ウ 研

究撃が各々希ってい為つと弼礫に、そつ雰璽筑或（目玉威じ結審陵のめる手刀

である肇絃車亨に眉ぼ烏日のて屠り責了㌦

昨年は卒蘇生がなかったので、本籍にそ蕃召介三れ′1かった、つで、底の磯倉

皇利鞘して太目に韓・リたいののでめりますが＼、この敏黍にも観照がめる∫刀で、

乙科藷好が常春節に蒔するにつサて望み成しミヒっていたヾワた㍍草L　です〔

・ささ、－
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覇尾墾紹介

芙ご．亀ごつ

を隻、と

を幣簸．の

●、・

2着リ、

r∴頬吐

．／のアぞ

も等葺・つ

こ、承ラ互

も†二　∴、二

二　＿工、・1

筍象ろう

」叫

・　　　・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　・　一　二・；∴

暮雪つ遷つような賢慮教額と家環もこするそつメムべ－は∴賓愚恕轡巧鬼太

秦葺き二璧ク演華で祈る錮劉有、婆′てヒした葬観塩をて鞠夢で恕宗と二
号二つ或つする発生であり空了。九鴇努与の寒風はお牢乎か怨黍萄吟薮に度

々し　く希えて募られるが、届たくなくわれわれ寮生ヒ耳合っていとヾ持ます身

許言責上して、5諒恕身の打葛きん、覚内発生七閏凍椚手やペ墨で㌦覚磯

煮笠と二つビ富しく、われわれの積寒為でめるL萌密に、よき人生啓牒ア牒

ぎァ。イ7一一でiあります。

責こ5科索著の寄蕃ヱん、常：々じ爽教‡こ結ダみ周桑って宙られるや

・、；・　　・、　・・・・、・。ミ、　．・・　4　－ナ、・　・　、・・

もぎ二三雪する簡匂il男でめりますタ音楽ヒ教寮生軽少fつ趣味ヒして、食後ヒ

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・・　　　・・　　　　　1

こ．　　　　　　　　　　．、　一　　　・．、　∴・、　・・　、　一・二、・：

寒さて雫で′行着寒で亨ク

了も＿　主漆繁を貫き餅等、当然の寧ヒ気えご芸者‾義教襟の人肇と太柊一一肇ごプ∵呑

こごナノ誓了。覇に記したように鷺番数礫は栗亡我糞で奮審二か魔のよラ宣八

宗∵㍉亭主∵で、これガ教蓼変体に友吹して、滞廃かいかだやかな質感兎につ、

享r＿ています。大凝り新宅象り息康亨塩、にリゝキング夏生としたコゝ式で

軒る賓二、音ご、寒露臍では乙＼さ＼三村各わせて嚢賽と£寮喜立つ蔑んで、腐硬と

〆憂ゼて患合う二法守二なっていますク　こういうところ亡羊＿、ニケ費各節萄痺

畦ご三和そようです。

二、です捕え色目の怒二港で解合っている町密／研究琴ヒ塩観幾が簡合わせ

たよラな豹隼で、全ての凛で梵流しており、協調蛙を二大ま＝二も　つ勢各節であ

。∴まう∴

一、　　一・・・　　　　　　　　　　　　　　●．－　　●’一・・・一・・‥・

更して、＼乙モすれば、斜覆準に傭免三姓がちしっ蒼白撃破感に化学約メス乞現え

ー　　　　●　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　一一　一　一●

宅窒二束に前庭しっ、あるので鳶リます。

素裸に各々つ研究中夢項乞挙げ、ておき賛す。

G書き貴腐、班内密帰、有馬

ミ孝養の瑠盈ヒよる蚤匂質の質鱈密′代り

安色までの温教えくつがえす達竃すべきもつで、昨年碁笥学府賽物賓史

●も●　●　　　　・

一、、7－－



研究室超介

▼

リ

「

1

．

1

∴

i

■

．

・

．

　

・

．

．

．

　

　

　

．

　

　

．

■

　

■

㌧

t

t

I

■

■

r

－

㌧

．

・

○町田副手

、＼考に対するレ乙あ／ん7しんβJrつ稀旭聾とそつ威承戒か＼含蓼寒化）〉

○山野篭一

、、蚤包蔵健のグルタミン酸戊がアスパラギン酸の鼓弁蟄額化ヒ梁象敏の兼

漫了

○葛雇三樹

、、哀包威徳に末日ナるシスケンの飯倉蓼変化とその衆色檻つ相違につし1てソ

－白鳳　三樹　まだ岬

浜村研究室のスケッチ

三三三±てこさ±二二±亡二竺聖±二さ二一さ±二二二±二1′‾、一二二rY、亡二二二竺＝丁‾二三丁二二二二で・TTTTT「rT了1ピ＝：「てこ≒≠ニ±竺

野菜主観こる磯鹿北単教婆の頚廓、量りかしいが、常々とした名乗に萄怒

之取まかれ、一見巽司凰笥息、しっくり客窓し、た威じの原発変、それが当所

菟尊である。

本名、教務教窒努ヰ華座、又の名は有機合成教壁でもめる。

右横化学老壇当されている英村教礫を畑ら射1人はもう穆んど射日だ、ろうハ

乗が改選山の義曲¢大家．白常にベレー爛れがっしリした身庫穏牽吏時抑二

求’Wト音々られたたりとか。発生に痺する帝、哲刀＼しら新しい毛のえ求めて

やま在しい乙いう何夜を菟々は強く更ける。

現塩・着後化学はあら伊る化学工繁り争ならで・・酢つ賓乗の贋も碁凄絶学

同で彩り、従ってその腐弼範喝は非常に広い。

この化学寮費の興味包蔵々仁兄覚め王也ようと、いわゆる牽婆餌存在とし

て、杯屠、内藤両売生がおられる，

林虜先生緩、当所・寛姿きってのフアイタ｝■マン∂頑々ヒ持されるときは

葵剰その竜の、といっても花淡さたんまりとは一才なかなぶ＼濁盈巌の深い箆塗へ

－38－
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j軒宛肇紹介‾一一二一一

冥カtの藻確はあまりよくわからかHが、－テニスの名手でもある8

十方内藤先生から牽ける倒象は、狛ブずらで蘭河にもこ

その遭、親切で∴帝に甘い夢の椅呈夕空野生の学生寮象で

で魔坊に婚尊す香ことに余念のない人¢　フェイス′パリュ

呼に蚤かであるかということ一つ奥型番例でわ巷。

卒蘭の実験は、尭デ、郭、尭攻寄とお家をず、リ慮がら

差
招
、
域
、
董
「
雪
i

そうである蘇

生緻なこと禽

とを言うニヒ威儀

魔
．

薇談に竜を

痍かすこ1とより魔まそ．

蚤休み酵蘭はよくコーラスをして策Lを．どうもよく、これ孝、或ピむの

啓空音野郎が儀まったものだY感通する深津島

現在、年給生は感線化蜜斜倉ら3人．他の覇廿ら5人でめる邸

ノ野死角客女簡単に鮭介守ると

狭対数考－全教を覇研究の鍵箱環養。

林塵呆生－マユからブラ栗ン脅素の塵衰並びにその埼畳速乾，

内帯先生岬蚕は何故柔の寮好け玄食べる卦。その腐困ヒ在る藷草葉の款乾，

小林奉教生－マユの車に存在するプラボン名乗の合攻。

三宅卒歯雀柵チオブライコール酸ヒ鋼のキレート化合物の触腐仔堪。

井関牢蘇生－幣束硬変ヒしての酸化直売河港の合・薮

ルー」9－

当
て



祈咤牽紹介

禰宰研究室

鑑つ泰こ窒息桑責と　してばノ唱宅幼教葦一人と蓋える。まれてからづ蔓カ＼－7軍

余り　し音感適しなし叡草ではあるが轟嗜化字音代務し∴哲代の者売軍二守巨

覇気のある斬新な教賓です。彦礫iごらんの萄く、軍容も高度に充貢L、各

々の実験に工学化と労刀であらゆる藩介了部門に肴牒しい薮釆乞挙丁、てfJ－ま

す。

・・　　　ご　′・　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

－　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

では糸貫澱重工おし＼て何が瑠何礎に行われてし＼るかセ紹／石＼しノま－ダ′

○含青線纏＼草履埠つ東温／環㌃嘗合リ

㌘－‾‾PAケエフ定（え苓トナ′イ〇二ノ）！

上物鋤〆黍＼アプリ〇二トノル）
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叫一〇捉dkプ／払方日工
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二の顔に簿に為の邦芝感鰭郵畑二の戴止まらず、含森村鰭．合戴ゴム、衆
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「

を

ぎ

事

L

J

先ず、P卑物適系で姥堂盈君がル〆クワ乙の各務

研究室感介

と　ユ払－

蟹
　
／
＼
　
各
　
要
　
　
る
　
或

ノク糸ええ／aA　酸ヒの共豪合の研究宜行Lh　これはヤング率や狭色の攻番に韓常

に興味のあ卵題でめる8　P斬知育ゼ唐土三鷹がふ－／励酸や鹿
本柳欒など茸り7ノしン速によfj二第軌二木寛厳のふ老嬢励鬱金衷
つ研努と行い、そして素臍らしいテトロンを合威しようと、竜林眉は∴‰滋－

′劇醇の菅谷を成定で行ってL、為。P物′紺が賽では旦生名が殉仰一
ゥフ′乙研一の繹毅と乱Cノ離れ論定且の英香合を精力肇‖二研究している♂文髄オー

レケ㌢乙戎こ脇乙貰ゼは皇琴責がポベールの蘭壕現針こついて研免してし、

脇加工では入手し軌、J茄戎物のモゝテカテニーの／仇紹ね′教礫

の薫風二なる、P伊　八八竿　秘のの糸糸を　温芦が・そして轡㌢め雛配
荷に吾平払眩ノ恥飢軌の紡糸七埜選岩が行ってt、る0又今冬から大日
本セコプアゝの嘗痺筑皮が虜口氏の崩落の下に新しくフイルムの製造研屈と

塵めた∴私産かなり弔詞に濃んそ、（る車中　常圧度慮　り温存議P解鰍秘
がちりますが二　島化どこ≠／しその腔の合成樹磯も追分フイノレムにされるニヒ

でしょうク　二侶ま望盈・遷座が拝し一・射車、熱処理して単線な研冤を行って

いる。そして京大古川教師こよって琴線的な研究の李動け七、又、村松荻

（京大大要院生）により　レオロご－的鮮明として頂いています。

腺姓埋ヒしては軋軋素が鰍黍が鰍の毅色芝
行い、今唐物のプロム化殿がアミド鳩による栗色の改番に取組
んでいる。盈査創意今や敢行の微ク乃∠伽♂払鯨の勢畳ヒ各摩痺滴

都射東甫して節宛している。

禦控は物‰ノレ空好物蚕がα融の魂老齢こついて新羅し・
現在注目乞浴びているJJ仏陀　57九秒‘‰∠のし．立入字して研究史行っている。

その他相宅先生が教＋草にわたって高分子の溶解度と凝集エネルギーヒの

郵殊につまlて研究七行っています。

又．近畿各地の工藤ク佑敷皮か、靖客に多杜を痩めておられます。

常田研終生は商外与の着色ヒ合薮繊鮭の束色戊が樹脂加工や防廠細工峯、

その他学資のせ拓をすると束に、大根、京都の工務の廠親指藩に寧日のない

輝子です。

坂口研終生は．本蹄宛をヒビ二一一ノレ、ポリ工ケレゝ、合叔ゴムなどの発泡

についての．済晃するかたわら戸弦．あご血♂　工場り躇肇．頚が学生の研夜指事に

熱唇と貧し－で下さっています中
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佐々木研修生は昨竿からはるばる尭清澄より上京して、合夜感絃ロープ切

研死に東食なくダ軍もまた北海直羊東都を磯原か桂領し、率教蚤で出来た

制御やル㌍耽り見解′乙比津凍濱率の案弼⊂寸銘も膚しんで新
羅して労られます。

雀符節鯵生蛙票工夫も卒渡され、大日本セロプアニ′に．K疎密資に勤務され

るかたわら、今軍より本蹄晃ヒ歩いて各種合成樹脂ブイプレムしっ祈究及F学童

の稽寮に当っておられます．

こうして象ると、衆に蓼有頭に事と出してi＼る歳々も、年令多く残された

賓大在貰臍を決して慮れてはいませんク　すなわち、大電蔭へ伺ってヾ、すクス

ポ｛ヅ珠勿静のことながら、明るい日でし乞賂びてる汗努肇帯食表ガ華しく

／紘′7牙や番山に慮かけます¢おざなりの菜しみ珪とにかく才一に奄宅先
生が乗この／ん施必鰭みだから卿範あい折目だ。それに凍った写貴が全て当分

豊の草で廉しめる♂

賭事．複写、療緻橡子現像や増威．虜がモゝターご二などつ渾裸虜譲も弓

削二楽しめます。そつ上に綾粗餐が市価つ力、兄　で奇でつだグらありが

たい。

も一つ雷諌科学新宅要　し威名Jが出未上ったっ　お気付芝か方はグいと思し＼

ますが、突験嚢の腰帯廟つ束立の辛にあ穏凄物がそれです。各感動定番ヰ貴

慮七れまLkので∴絡げ′つ花形テレビもダこそかラーテレビだが、並々には

白票テレビヰ生れること在、ろう。

又合凍轟か右折啄クラブも鮭鼓する予定ですク

なお・勢威、亙球、卓球尊、いささかの／フわものは｛か　ど。各教登り挑教

え痔っ7

－－　　　　●●　　　　　　　　一　　一、

スポット知葺

き　被れ∴∴∴
テト　ロ　ン（ktmN）

布類町ぜ最愛冶の　し　や顆凍れば、＆ヰ変るとでも云ぢう畑、ノラ宣／草に

再賓で朝生声を上げた各線の霧児ヒ云えは小、諸冤婦なら甘すくJにチリし

ンし乱れ㌢＆倣う乞答えるだろう¢これガ㌦ヨ本で嶺直販免され巷となる

ヒテトロンと改名した。そ・絹の薗賓は夜戦の一レ牢酵祝←茅をこ謎ノ払一

紳力録追及　の三と上にラテン尊で磯雄と云ラ轟塊の旦主星つけたどか。

これ酎偶々二大メーれ－の三イゞ＞ヒトーレーのイニシア′レに㌦致する

が。永司ではP肋　の葬る史もっている。（K．円）
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■t‾‾▼‾Y‾▼I．‾「

極貧綴喜已

○泰帝の集りが遅くて兼行が／肖象れてしまいました。潟象帝

壬新しいメンノヤーで、やつと軌逢ヒのりかけたこの磯商議を菟

意三せるために取切っています。賓教が前乙富と比べて稽々魂

ったのは淋しいことですが、感掩化学科学生のつながゾの藩義

之頸化するために、節乙号ヒはかなり轟の変った室のが索来た

と零っています。

0玖前からの愚策であった威喝蕗の名前蛙、礪東部の方で曹亀

築けニケCH／‖N－）としました。あらゆる窟味でぴったり乗る名

前ヒいうものは、参りそうでなかなか思いつかないものですか

義男諒は各署鼻号新しいアイデアでゆくヾ芝ばと思いますし、

一つの型にはまってしまうことは致命的ヒ在る容れがめります〃

残覇蕗に軒する枇剰一殺、賓見などは、渦篠都へのタを文として

でも．投橘の勅ででも、大いに啓適しますヶ　　し金策子）
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